
蜜

教

文

化

P
u
r
v
a
y
o
g
a
 (過

去

の

因

縁
)

i

犬
乗
経
典
に
お
け
る
過
去
世
物
語
に
関
連
し
て
ー

村

上

真

完

目

次

一
、
は

じ

め

に

二
、
パ
ー
リ
の
用
例

(
p
u
b
b
a
y
o
g
a
)

三
、

マ
ハ
ー
ヴ

ァ
ス
ツ
に
お
け
る
用
例

四
、
大
乗
経
典
に
お
け
る
用
例

そ
の

一
、
s
a
d
d
h
a
r
m
a
p
u
n
d
a
r
i
k
a
 

(法
華
経
)

五
、
大
乗
経
典
に
お
け
る
用
例

そ
の
二
、
S
a
m
a
d
h
i
r
a
j
a
s
u
t
r
a
 

(
月
燈
三
昧
経
)

六
、

大
乗
に
お
け
る
そ
の
他

の
用
例

七
、
p
u
r
v
a
y
o
g
a

の
語
義

(総
括
)

一
、
は

じ

め

に

大
乗
仏
教
の
興
起
は
、
イ
ン
ド
の
宗
教
史
、

ひ
い
て
は
文
化
史
上
、

重
大
な
出
来
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
興
起

の
事
情
に
つ
い

て
は
、
不
明
な
こ
と
が
ら
も
多
く
、
未
解
決
の
問
題
も
少
な
く
な
い
。

こ
こ
に
、
p
u
r
v
a
y
o
g
a

(
か
り
に

「過
去
の
因
縁
」
と
訳
す
)
を
と

り
あ
げ
る
の
は
、
そ
の
語
意
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
語
が

指
示
す
る
過
去
世
物
語
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
ひ
い
て
は
大
乗
経
典

の
成
立
や
、
そ
の
性
格
に
関
す
る
考
察
の
手
が
か
り
を
得
た
い
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
語
が
こ
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
、
と

(
1
)

り

あ

げ

ら

れ

た

こ
と

は

な

い
よ

う

で

あ

る
。

(
2
)

こ
の
語
の
語
意
に
つ
い
て
は
、

一
応
辞
典
類
お
よ
び
、
翻
訳
文
献
に
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も
、

そ

の
訳

語

が

示

さ

れ

て
は

い
る
。

し

か

し
、

そ

の
語

の
指

示

す

る

意

味

内
容

に

つ
い

て
、

学

界

に
お

い

て
、

必
ず

し

も

十
分

に

理
解

さ

れ

て

は

い
な

い
う

ら

み
が

あ

る
。

そ

こ

で
、

ま

ず

p
u
r
v
a
y
o
g
a

の
語

意

お

よ
び
、

そ

の
指

示

す

る

具

体

的

内

容

に

つ

い
て
、

く

わ

し
く

資

料

(
サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト
、

パ

ー

リ

の
原

典
、

漢

訳
、

チ

ベ

ッ
ト
訳

)

に
あ

た

つ
て
検

討

し

て
み

る

こ
と

か

ら

は

じ

め

る
。

註

(
1
)
昭
和
四
三
年
十
月
(六
日
、

日
本
宗
教
学
会
に
お
い
て
、
私
は

こ
の
問

題

に
ふ
れ
た
。
「
P
u
r
v
a
y
og
a

に

つ
い
て
」
(
『
宗
教
研
究

』

一
九
八
)

は
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

(
2
)

こ
れ
ま

で
の
辞
書

の
中
、

こ
の
語

に
つ
い
て
参
照
し

た
も

の
を
、

左

に
記
す
。

m
on
i
e
r
 
M
o
n
i
e
r
-
W
i
l
l
i
a
m
s
,
 
A
 
S
a
n
s
k
r
i
t
-
E
n
g
l
i
s
h

N
e
w
 
e
d
i
t
i
o

n
,
 
O
x
f
o
r
d
 
1
8
9
9

〔
は
じ
め
て
 
p
u
r
v
a
y
o
g
a
 

を
辞
書

に

の
せ
た

も

の
の

よ
う

で

あ
る
〕

(
以
下

弱
国
S
D

と
略
記
す

る
)
〔
こ
れ
は
サ

ン
ス
ク
リ

ッ
ト
資
料
を

網
羅
し
、
そ

の
解
釈
も
お
お
む
ね
妥
当

で
あ
り
、
非

常
に
参
考

に
な

る
も
の
で
あ

る
〕

荻
原
雲
来
編

『
漢
訳
対
照
梵
和
大
辞
典
』
9

(監
修

辻
直
四
郎
、

編
纂
主
任

大
類
純
)
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
五
〔
こ
れ
は
漢
訳

語
を
あ
げ
て
お
り
、
大
い
に
参
考
に
な
る
〕

パ
ー
リ
語
の
辞
書
と
し
て
は
、

(以
下
P
T
S
Dと
略
記
)
〔
p
u
b
b
a
y
o
g
a

の
項
。
そ
の
説
明
は
少

く
要
領
を
得
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
出
典
も
あ
げ
て
あ
り
、
鼻

照
す
る
価
値
を
失
わ
な
い
。〕

な
お
私
に
は
未
見
で
あ
る
が
、
右
の
辞
書
に
は
、

を
引

い
て
い
る
。
(
K
e
r
n
,
 
T
o
e
v
.

と
略
記
し

て
い
る
。
)

水
野
弘
元

『
南
伝
大
蔵
経
総
索
引
』

昭
和

三
四
、

三
五
、

三
六
年

二
、

パ

ー

リ

の
用

例

(
p
u
b
b
a
y
o
g
a
)

p
u
r
v
a
y
o
g
a

に

あ

た

る
パ

ー

リ
語

は

p
u
b
b
a
y
o
g
a

で

あ

る
。

こ

れ

に

つ

い

て
は
、

男
日
S
D

に

も

出

典

が

あ

げ

ら

れ

て
お

り
、

ま

た
、

水

野

弘

元

『
南

伝

大

蔵

経

総

索

引

』

に
も
、

出

典

の
指

摘

が

あ

る
。

い
ま

そ

の

一
々

の
個

所

を

検

討

し

て
み

る

こ

と

に

し

よ

う
。

『
ミ

リ

ン
ダ

王

の
問

い
』
M
n
i
n
d
a
b
a
n
h
o
 
(
e
d
.
 
b
y
 
V
.
)

P
u
r
v
a
y
o
gq
a

(
過

去

の
因
縁

)
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密

教

文

化

の

「
序

話

」

に

は
、

ミ

リ

ン
ダ

王

の
居

城

の
あ

る

サ

ー

ガ

ラ
市

の
叙

述

に
続

い
て
、

『
こ

こ

で

(
上

述

の
話

を

)

止

め

て
、

彼

ら

(
ミ

リ

ン
ダ

王

と

ナ
ー

ガ

セ
ー

ナ
)

の
前

生

の
行

為

(
p
u
b
b
a
k
a
m
m
a
)

が

語

ら

る

べ
き

で
あ

る
。

そ

れ

か
ら

語

る

に

は
、

六

種

に
分

け

て
、

語

る

べ
き

で

あ

る
。
』
(
T
r
e
n
c
k
n
er
 e
d
.
,
 
p
.
 2
1
6
-
1
7
)

と
言

つ
て
、

こ

の
経

の
主

題

の

目

次

に

あ

た

る
も

の
を

示

し

て

い

る
。

そ

の
中

の
(第

一
が

p
u
b
b
a
y
o
g
a

(
過
去

の
因
縁

)

で
あ

る

(
p
.
2
1
8
)
。そ

し

て

P
u
b
b
a
y
o
g
o
 ti
 t
e
s
a
m
 
p
u
b
b
a
k
a
m
m
a
m
 
(
p
.
 
2
2
3
)
(
過

去

の

因

縁

＊

と
は
、
彼
ら
の
前
生
の
行
為

〔業
〕
で
あ
る
)

と

い

つ
て
か
ら
、
過
去

(前
生
)

の
物
語
を
始
め
る
の
で
あ
る
。
そ

の
物
語

の
内
容
は
こ
う
で
あ
る
。

過
去

の
カ
ツ
サ
パ

(迦
葉
)
仏

の
と
き
に
、
あ
る
沙
弥

(
ミ
リ
ン
ダ

王
の
前
生
)
が
、
比
丘

(
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
の
前
生
)

の
言

い
つ
け
を
無

視
し
た
た
め
に
、
そ
の
比
丘
に
怒
ら
れ
、
打
た
れ
た
が
、
世
々
に

「大

威
力

あ
る
よ
う
に
」
「弁
舌
の
才

が
あ
る
よ
う
に
」

と
い
う
願

い
を
た

て
た
。

一
方
そ
の
比
丘
も
、

こ
の
沙
弥
に
負
け
な
い
よ
う
な

「弁
舌
の

才
が

あ
る
よ
う
に
」
と
願

い
を
た
て
た
。
後
に
、
沙
弥
は
ミ
リ
ン
ダ
王

に
生
ま
れ
た
。
彼
は
賢
明
で
あ
り
論
客
と
し
て
近
づ
き
が
た
く
、
彼
と

対
論

し
て
疑

い
を
と
く
こ
と
の
で
き
る
者
は
い
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、

比
丘
教
団
は
彼
と
対
抗
で
き
る
も
の
を
求

め
て
、
三
十
三
天
に
い
る
天

子
マ
ハ
ー
セ
ー
ナ

(
=
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
)

に
白
羽
の
矢
を
た
て
、
天
子

に
人
間
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
懇
願
し
た
。
そ
の
天
子
は
バ
ラ
モ
ン
の

家
に
生
ま
れ
た
。

一
比
丘
の
努
力
に
よ

つ
て
、
彼
は
出
家
し
、
論
を
学

ん
で
そ
れ
に
通
暁
し
た
が
、
慢
心
を
お
こ
し
た
た
め
に
、
師
僧
に
た
し

な
め
ら
れ
、

ミ
リ
ン
ダ
王
を
論
破
す
れ
ば
、
許
す
、
と
い
わ
れ
る
。
の

ち
に
彼
は
三
蔵
を
学
ん
で
か
ら
、
比
丘
教
団
の
命
を
う
け
て
、
王
を
論

破
す
べ
く
、
サ
ー
ガ
ラ
に
出
か
け
る
。

一
方
、

王
は
、

一
長
老
比
丘
を

質
問
に
よ
っ
て
沈
黙
せ
し
め
て
、
自
分
と
対
論
で
き
る
も
の
は
な
い
、

と
思

っ
た
が
、
大
臣
の
言
に
よ

っ
て
、
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
比
丘
が
あ
る
こ

と
を
知

っ
て
、
結
局
、
対
論
す
べ
く
、
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
の
と
こ
ろ
に
た

ず
ね
て
ゆ
く

(p
p
.
 
2
-
2
4
)
。

以
上
が

「序
話
」
(B
ah
ira
k
a
th
a
外
枠

物
語
)
で
あ
り
、

ま
さ
し

く

p
u
bba
y
oga
(過
去
因
縁
)
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

内
容
は
過
去
世

(前
生
)

の
物
語
と
、
そ
れ
に
関
連
ぶ
か
い
現
世

(今

生
)

の
物
語
と
を
含
ん
で
い
る
が
、

い
ず

れ
も
、
話
題
に
な

っ
て
い
る

時
点
よ
り
は
過
去
で
あ
る
。

p
u
b
ba
y
og
a
を
何
と
訳
す
か
。

T
.
 W
.
 R
h
y
s
 D
a
v
ids
は
、
T
h
e
 Q
u
e
stion
s
 of
 K
in
g
 M
n
in
d
a
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(
T
h
e
 s
a
cr
e
d
 
B
o
ok
s
 o
f
 th
e
 E
a
s
t
,
 Vo
l
.
 X
X
X
V
)
,
 U
o
n
d
o
n

1
8
9
0
 
p
.
 
4
3

に

お

い

て

T
h
e
ir
 p
r
e
vio
u
s
 h
is
t
o
r
y
 (
P
u
b
b
a
-y
o
g
a
)

(
彼

ら

の
以
前

の
物

語

)

と
訳

し

て

い

る
。

同

氏

と

W
.
 St
e
d
e
 と

に

よ

る
P

T
S
D
 
(
Pa
r
t
 V
,
 
1
9
2
3
)

に

は
、

“
f
o
r
m
er
 c
o
n
n
e
c
t
io
n
”
,
 i
.
 
e
.
 con
n
e
c
ti
on
 w
ith
 a
 
fo
r
m
e
r
 b
o
d
y

o
r
 d
e
e
d
,
 
f
o
r
m
e
r
 
a
ctio
n
 
(
a
n
d
 it
s
 r
e
s
u
l
t
)(
《

以
前

の
結

合

関

係

》

す
な

わ

ち
、

以

前

の
身

体

あ

る

い
は
行

為

と

の
結

合

関

係
、

以
前

の
行

為

〔
と

そ

の
結

果

〕
)

と

い
う

訳

語

を

示

し

て

い

る
。

こ

こ

に

-
y
o
g
a
を

「
結

合

関

係

」

と
解

し

た

の

で
あ

る
。

こ

の
解

釈

は

以
後

の

翻

訳

に
影

響

を

与

え

て

い

る
。

す

な

わ

ち
、

金

森

西

俊

訳

『
弥

蘭

王

問
経

』

上

(
『
南

伝

大

蔵

経

』

第

五
十

九
巻

上

)

昭

和

十

四
年

(
=

一
九

三

九
)

七
頁

に

は
、

「
前

生

と

の
結

合

」

と
訳

し
、

中

村

元

・
早

島

鏡

正
訳

『
ミ

リ

ン
ダ

王

の
問

い
』

1
、

昭
和

三

八
年

(
=

一
九

六

三
)

五
頁

に
、

「前

生

と

<

現

生

と
V

の
結
合

関
係

」

と

訳

し

て

い
る
。

し

か

し
、

I
.
 
B
.
 H
o
r
n
e
r
:
 M
i
lin
d
a
's
 Q
u
e
st
io
n
s
 
vo
l
.
 
1
.

(
S
a
c
r
e
d

B
o
o
k
s
 o
f
 th
e
 B
u
d
q
h
is
ts
,
 vo
l
.
 
X
X
I
I
)
,
 

U
o
n
d
on
》
1
9
6
4
,
 

p
.
 
3に

(
1
)

は
、

F
o
r
m
e
r
 H
is
to
r
y

(
以

前

の
物

語

)

と

訳

し

て

い

る
。

こ
の
経
の
漢
訳
に

『
那
先
比
丘
経
』
が
あ
る
が
、

こ
の
序
話
に
あ
た

る
部
分
は
相
当
に
異
な

っ
て
お
り
、
p
u
bb
a
y
og
a
に
あ
た
る
訳
語
も
求

(
2
)

め

ら

れ

ず
、

そ

の
物

語

の
内
容

も

殆

ど

異

な

る
。

こ

こ
に
、

序

話

の
部

分

は

お

く

れ

て
成

立

し

た

も

の

で
あ

ろ
う

と

さ

れ

て

い
る
。

こ

の
経

の

p
u
b
b
a
y
o
g
a
の
用

例

は
、
p
u
b
b
a
y
o
g
a
を

p
u
b
b
ak
a
m
m
a

(
過
去

の
行

為
、

業

)

と
規

定

し

て

い
る
点

と
、

前

生

か
ら

今

生

に

い

た

る

「
過

去

の
因
縁

」

の
物

語

に
冠

す

る
題

名

を

用

い
て

い

る
点

で
、

注

目

す

べ
き

も

の

で
あ

る
。

と

く

に
、

第

二

の
点

は
、

後

に

み

る

『
マ

ハ
ー

ヴ

ァ

ス

ツ
』

や

大
乗

経

典

の
例

に

一
致

す

る
も

の

で
あ

る
。

『
ジ

ャ
ー

タ

カ
』

(
q
a
t
a
k
a
,
 本

生
経
、

本

生

物

語

)

の
散

文

の
部

分

(
q
a
t
a
k
a
t
th
a
v
a
n
n
a
n
a
)

に
も

p
u
b
b
a
y
o
g
a

の
用

例

が

あ

る
。

第

五

四

七

『
ヴ

エ
ツ
サ

ン
タ

ラ

・

ジ

ャ
ー

タ

ヵ

』

(
V
e
s
sa
n
t
a
r
a
-

q
a
ta
k
a
)

に

は
、

シ
ヴ

イ
大

王

の
王

子
、

サ

ン
ジ

ャ
ヤ

の
第

一
の
后

で

あ

る
プ

サ

テ

イ
ー

(
P
h
u
s
a
t
i
)に

つ

い

て
、

T
a
s
s
a
ya
m
 
p
u
b
b
y
o
g
o
 (
q
a
ta
k
a
 
vo
l
)

(
彼

女

の
過

去

の
因
縁
は

次

の
よ
う

で
あ

る
)

と

い
う
。

そ

の
内
容

は
、

ヴ

イ
パ

ツ

シ

ン

(
V
i
p
a
s
s
im
,
 毘

婆

戸

)
仏

に
供

養

を

し
た

二
人

の
王

女

が

あ

っ
た

が
、

そ

の
姉

は

「
仏

の
母

と
な

る

よ
う

に
」

と

い
う

願

を

立

て

て
、

そ

の
後
、

(輪

廻

を

く

り

か

え

し
、

P
u
r
v
g
y
o
ga

(
過

去

の
因

縁
)
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教
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カ

ツ
サ

ハ

(
迦

葉

)

仏

の
と

き

に
、

キ

キ

王

の
王
女

に
も

な

り
、

後

に

天

に
生

ま

れ
、

帝

釈

天

の
第

一
夫

人

と

な

っ
た

が
、

人
間

界

に
生

ま

れ

て
く

る
際

に
、

帝

釈

天

に

十
種

の
恩

典

(
V
a
r
a
)

を

選

ぶ

こ
と

を

許

さ

れ
、

シ
ヴ

イ

の

王

の
后

と
な

る

こ
と
、

布

施

を

す

る

こ
と

を

喜

び
名

声

高

い
子
を

産

む

こ

と
等

を

願

っ
て
、

王

女

プ

サ

テ

イ
ー

に

生

ま

れ
、

長

じ

て
は
、

シ
ヴ

ィ
大

王

の
王

子
、

サ

ン
ジ

ャ

ヤ

の
后

と

な

り
、

ヴ

エ
ツ

サ

ン
タ

ラ

王

子

(
=
仏

の
前

生

)

を

産

む
。

以

下

に

ヴ

エ
ツ
サ

ン
タ

ラ

王

子

の
話

が

続

く

の

で
あ

る
。

こ

こ

で
、

p
u
b
b
a
y
o
g
a

の
内

容

は
、

彼

女

の
前

生

か

ら
、
今

生

に

い

た

る

ま

で

の
因

縁

(
物

語

)

で
あ

ろ
う
。

第

五

三

七

『
マ

ハ
ー

ス
タ

ソ
ー

マ

・
ジ

ャ
ー

タ

カ
』

(
M
a
h
a
s
u
t
a
s
o
-

m
a
-
j
.
)
に
は
、

人
食

い

(
p
o
r
i
s
a
d
a
)

が

威

力

あ

る

こ
と

に

つ
い

て
、

"
k
u
to
 p
an
'
 a
s
s
ay
a
m
 
t
e
j
o
"
 
t
i
 
p
u
b
b
a
y
o
g
a
t
o
 
(
V
o
l
.
 
V
.
 
p

.

4
7
6
1
2
)

(彼

の
威
力
は
ど
こ
か
ら
由
来
す
る
の
か
、

と
い
う
と
、
過

(
4
)

去

の
因
縁
か
ら
で
あ
る
)

と
い
い
、

彼
が
前
生
で
迦
葉
仏

の
と
き
に
、

比
丘
教
団
に
布
施
を
し

た
か
ら
、

威
力

が
あ
る
の
だ
と
、

簡
単
に
の
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
は

p
u
b
b
ay
og
a
は
過
去
の
因
縁

の
カ

(影
響
)

を
指
し
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、

ま
さ
に

p
u
b
b
ak
a
m
m
a
(宿
業
、
過
去
の
業
)

で
あ
ろ
う
。

『
無

擬

解

道

』

(
P
a
t
is
am
b
h
id
am
a
g
g
a
,
 
I
I
.
 
p
p
.
 
2
0
2
-
3
)
に

は

p
u
b
b
a
y
o
g
a
s
a
m
p
a
n
n
a
(
過
去

の
因
縁

を

成

就

し

て

い
る
、

具

足

し

て

い

る
)

と

い
う

語

が

用

い
ら

れ

て

い

る
。

『
無
擬
解
を
得

る
二

(種
類
)

の
人
が

あ
る
。

一
人
は
過
去
の
因
縁

を

成

就

し

(
p
u
b
b
a
y
o
g
a
s
a
m
p
a
n
n
a
)

他

方

は
過

去

の
因

縁

を

成

就

し
て
い
な
い
。
過
去
の
因
縁
を
成
就
し
た
も
の
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
す

ぐ
れ
た
の
も
で
あ
り
、
勝

っ
た
も

の
で
あ
り
、
殊
勝
な
も
の
で
あ
り
、

(
6
)

彼

の
智

は
開

展

す

る
』

(
M
.
 
2
0
2
)

と

い
う
。

こ

こ

で
も

前

と

同

様

に
、

過

去

の
因

縁

の
カ

を

示

し

て

い

る

も

の

で
あ

ろ
う
。

ブ

ツ
ダ

ゴ

ー

サ

の

『
清

浄

道

論

』

(
V
is
u
d
d
h
i
m
a
g
g
a
)

に

は
、

そ

れ

に
よ

っ
て

四
無

擬
解

が

明
浄

と
な

る
も

の

の

一
に
、

p
u
b
b
a
y
o
g
a
を

あ

げ

て
、

『
過

去

の
因

縁

(
p
u
bb
a
y
o
g
a
)

と

は
、

過

去

の
諸

仏

の
教

え

に

お

い
て
、

往

復

修

習

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

随

順

や

種

姓

(
の
境

界

)

の
近

く

ま

で

の
、

観

(
毘

鉢

舎

那
)

の
修

行

(
v
ip
a
s
sa
n
a
n
u
y
og
a
)

(
7
)

で

あ

る

』

(
H

a
r
v
a
r
d
 O
r
ie
n
t
a
l
 
S
er
ie
s
,
 
vol
.
 
4
1
,
 

p
.
 
3
7
4
,
 

P
T
S
.

d
,
 p
.
 
4
4
2
)

と

い
う
。

こ

こ

で

は

「
過

去

の
因

縁

」

の
中
、

と
く

に

「
観

の
修

行

」
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を
あ
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
パ
ー
リ
資
料
の
中
か
ら
p
u
b
b
a
y
o
g
a
の
例
を
五
個
所
あ
げ

て
検
討

し
た
。

い
ず
れ
も
、
古
い
原
始
仏
教
聖
典
の
例
で
は
な
く
、
そ

の
中
の
三
例
は
、
ブ

ツ
ダ
ゴ
ー
サ
の
著
作
に
み
え
る
も

の
で
あ

っ
た
。

そ
の
意
味
は
、
「過
去
の
因
縁
」

と
い
う
ま
と
ま

っ
た
話
の
表
題

(主

題
)
と
し
て
用

い
る
も
の

(初
の
二
例
)
と
、
「過
去
の
因
縁
」
の
カ
、

影
響
力
を
と
く
に
と
り
あ
げ
る
も
の

(後
の
三
例
)
と
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

後
者

の
場
合
は
、
『
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問

い
』

に
も
あ

っ

た
よ
う
に
、
「
過
去
の
業
」
(
p
u
b
b
a
-
k
a
m
m

宿
業
、

前
生
の
業
)
に

同
じ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

い
ま
ま
で
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
「
過
去

の

業
」
と
し
て
も
、

よ
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
,

註
*
以
下
に
お
い
て
、他
の
語
と
区
別
す
る
た
め
に
p
u
b
b
a
y
o
g
q
a
 
p
u
r
v
a
y
o

お
よ
び
、
そ
の
訳
語
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
ィ
ン
を
付
し
、
ま
た
は
傍
点
を
加
え

る
こ
と
が
あ
る
。

(
1
)

M
n
m
ch
em
 
1
9
1
9
 

に
は
、

そ

の
訳
語

が
み
ら
れ
な
い
。

ま

た
L
.

E
i
n
o
t
 
L
e
s
 
q
u
e
s
t
i
o
m
s
 
d
e
 
M
i
 
1
9
2
3
 

は
未
見
。

(
2
)
『
那
先
比
丘
経
』
(
大
、

三
二
)
で
は
、
那
先

(
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
)

の

前
生
は
、
釈
尊

よ
り
教
を
聴
い
た
象

王
で
あ
り
、
後

に
婆
羅
門
に
生

ま
れ
て
出
家
し
、

「
羅
漢
泥
疸
道

を
求
め
ん
と
欲
す
」

と
念
ず

る
。

一
方
、

近
く

に
あ

っ
て
彼
と
交
際

の
あ

っ
た
婆
羅
門
道
人
は
、
国

王

と
な
る
願
を

た
て
る
。

そ
し
て
後
者
は
国
王
の
太
子
と
生
ま
れ
弥
蘭

(
ミ
リ

ン
ダ

)
と
い
う
。
前
者
は
那
先
と
な
る
。
(
以
上
は

パ
ー
リ
伝

と
は
ま

っ
た
く
異
な
る
)
。
以
下
那
先

の
出
家

と
修
行
に

つ
い
て
記

す
が
、
師
僧

の
名

(
R
o
h
g
n
a
-

楼
漢
)
、
比
丘
教
団

の
指
導
的
地
位

に
あ

っ
た
長
老

の
名

(
A
s
s
a
g
u
t
t
a
-

頻
波
日
)
が
似

て
い
る
外
は
う

話
は
か
な
り
ち
が
う
。

し
か
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、

那
先
は
智
慧
な

ら

ぶ
も
の
の
な

い
比
丘
と
し
て
、

王
の
い
る
舎
蝿
国

(
サ
ー
ガ
ラ
)

に
来
る
。

一
方

王
と
な

っ
た
弥
蘭
は
な
ら

ぶ
も

の
の
な
い
論
客
と
し

て
、

一
沙
門

(
野

羅
-
A
y
u
p
a
l
a
)

を
破
る
点
も
、

パ
ー
リ
と
ほ

ぼ

一
致
す
る
が
、

王
の
使
者

の
言

に
答
え

て
、
那
先
は
王
の
所
に
到

る
、
と
い
う
点
は
パ
ー
リ
と
逆
で
あ

る
。
以
上

の
よ
う
に
、
内
容
は

殆
ど
異
な
る
が
、
序
話
は
両
方
に
あ
り
、

ま
た

「
過
去
の
因
縁
」

の

物
語
を
付
す
と

い
う
点

で
も
両
者

は
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
と

い

え
よ
う
。

(3)

w
ith
 th
e
 w
o
r
ld
 w
a
s
 
as
 

(
彼
女

の
世

間

と

の
過
去

の
結

合
関
係
は
次
の
通
り

で
あ
る
。
)

q
u
l
i
u
s
 
D
u
t
o
i
t
 
q
a
t
a
k
a

V
o
r
e
x
i
s
t
e
n
z
 
v
o
n
 
d
i
e
s
e
r
 
w
a
r
 
f
o
l
g
e
n
d
e

(
こ
の
女

の
過
去
の
生

は
次
の
通
り
。
)

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
十
九
巻
、

二
六
三
頁

(
高
田
修
訳
)
、
「
彼
女

P
u
rv
a
y
o
gq
a
 (
過
去

の
因

縁

)
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密

教

文

化

の
前
生
と
の
結
合
は
次

の
如
く
で
あ

る
L

(
4
)

e
x
i
s
t
e
n
o

(
前
生
に
お
け

る
献
身

(
専
心
)
)

(
以
前

の
努
力
)

『
南
伝
大
蔵
経
』
第

三
十
七
巻
、

二
八
九
頁

(
高
田
修
訳
)
「
こ
の

威
力
は
何
処
か
ら
来

た
か
と
云
ふ
に
前
生
の
業
か
ら

で
あ
る
」

む

(
5
)

『
南
伝
大
蔵
経
』
第

四
十

一
巻

(
渡
辺
照
宏
訳
)

一
四
六
頁
は

「
宿

む縁
を
成
就
し
」
と
訳
し
、

「
宿
縁
(
p
u
b
b
a
y
o
g
a
)

と
は
宿
業
と
言

ふ

に
同
じ
」
と
註
記
す

る
。

(
6
)
前

記
の
渡
辺
氏
の
訳
に
主

に
従
う

(
p
a
b
h
i
j
j
h
a
t

を

シ
ャ
ム
本

に

よ

っ
て
p
a
b
h
i
j
j
a
t
i

と
訂
正
し

て
い
る
。
)

(
7
)

a
n
d
 
o
f
 
A
d
o
p
t
i
o
n

(
「
過
去
の
専
念
」

と
は
、

適
応
と
公
認
と
の
智

に
近
づ
く
ま
で
、
諸
仏

の
宗
教
に

つ
ね
に
献
身

(
恵
心
)
す

る
こ
に

よ
る
、
洞
察

へ
の
努
力

で
あ

る
。
)

『
南
伝
大
蔵
経
』

第
六
十
四
巻

(
水
野
弘
元
訳
)

一
一
頁
、

「
宿
行

と
は
過
去

の
諸
仏
の
教
え
に
於
て
往
復
勤
修
せ
し

こ
と
に
よ
り

て
、

随
順
や
種
姓
の
附
近
に
ま
で
及
ぶ
所
の
観

(毘
鉢
舎
那
)
の
修
行
な

り
。」

三
、
マ
ハ
ー
ヴ

ァ
ス
ツ
に
お
け
る
用
例

仏
教

(
混
清
)
サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
B
u
d
d
h
i
s
t

を
も

っ
て
記
さ
れ
た
、
雑
然
と
し
た
仏
伝

『
マ
ハ
ー
ヴ

ァ
ス
ッ
』
(
M
a
-

h
a
va
s
t
u
,
 

大
事
、
以
下
M
v

と
略
記
)
に
も
、
p
u
r
v
a
y

の
用
例

が
あ
り
、
セ
ナ
ー
ル

E
.
 
s
e
n
a
r
t

の
刊
本

の
索
引

に
も
指
摘
さ
れ
、

ま
た
エ
ジ
ャ
ー
ト
ン
の

B
H
S
D

に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の

語
は
単
独
で
用
い
ら
れ
る
も
の
の
外
、
(複
合
語
を
も
構
成
し
て
い
る
。

い
ま
は
ま
ず
前
者
よ
り
見
よ
う
。

セ
ナ
ー
ル
刊
本
第

一
巻
二
六
七
頁
に
は
、
諸

々
の
天
神
、
龍
神
や
諸

王
が
、
仏
に
傘
蓋
を
か
ざ
す
の
を
見
て
、
そ
の
由
来
を
た
ず
ね
る
比
丘

た
ち
に
、
世
尊
は

『
比
丘
た
ち
よ
。

こ
れ
は
如
来

の
過
去
の
善
法

の
威

力

(
p
a
u
r
a
n
a
s
y
a
 
k
u
s
a
l
a
d
h
a
r
)
で
あ
る
』

と

答
え
て
か
ら
、
詩
人
で
も
あ
る
長
老
ヴ

ア
ー
ギ
ー
シ
ャ
に
対
し
て
、

"p
r
a
t
i
b
h
a
t
u
 
t
e
 
V
a
g
i
s
a
 
t
a
t
h
a
g
a
t
a
s
y
a
 
p
u
r
v
a
y
o
g
o

2
6
7
1
0
-
1
1
)

(ヴ

ア
ー
ギ
」
シ
ャ
よ
。

汝
に
如
来

の
過
去
の
因
縁
が

明

(
1
)

ら
か
と
な
れ
11
汝
は
如
来
の
過
去
の
因
縁
を
思
い
う
か
べ
よ
)
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と
い
う
。

こ
れ
に
答
え
て
彼
が
説
く
詩
句
に
は
、
過
去
の
仏

の
入
滅

の

後
に
造
ら
れ
た
塔
に
、
そ
の
仏
の
父
で
あ

っ
た
婆
羅
門

(
=
釈
尊
の
前

生
)
が
、
傘
蓋
を
た
て
て
供
(養
し
、
そ
の
む
く

い
に
よ
っ
て
、
以
後
、

悪
趣
に
生
ま
れ
ず
、

天
や
人
間
に
生
ま
れ
、
最
後
の
生
に
お
い
て
仏
と

な
る
。

そ
し
て
そ
の
婆
羅
門
の
弟
子
が
彼

(ヴ

ァ
ー
ギ
ー
シ
ャ
)
で
あ

っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
説
か
れ
る
過
去
生
の
出
来
事
の
物
語

が
、
p
u
r
v
g
y
o
g
a

(過
去
の
因
縁
)

の
内
容
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
そ

の
出
来

事
と
そ
の
影
響
力
が
p
u
r
v
g
y
o
g
a

と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
第

一
巻
三

一
七
-
三
三
八
頁
に
は
、
仏

の
前
生
ヂ

ヨ
ー
テ
イ
パ

ー
ラ

(
p
u
r
v
g
y
o
g
a
)

の
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
迦
葉
仏
の
と
き
に
、

壷
作
り
ガ
テ
ィ
カ
ー
ラ

(
O
h
a
t
i
k
a
r
a
)

の
執
拗
な
誘

い
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
は
反
対
し
て
い
た
ヂ

ョ
ー
テ
イ
パ
ー
ラ

も
、

迦
葉
仏
に
会

っ

て
説
法
を
聴
き
、

の
ち
に
出
家
し
て
、
「仏
と
な
ろ
う
」

と
い
う
心
を

お
こ
し
、
迦
葉
仏
に
よ
っ
て
、
将
来
、
仏
に
な
る
、
と
い
う
予
言

(
授

記
)
を
う
け
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
は
じ
め
の
方
で
は

q
y
g
i
p
a
l
a
s
u
t
r
a
m
 

(p
.
 
3
3
5
8
)

と
言

つ
て
、

一
段
落
を
示
し
て
い
る

が
、
そ

の
後
に
も
、
彼
が
迦
葉
仏
に
布
施
を
行

い
、
仏
と
な
ろ
う
と
い

う
願
を
お
こ
し
、
仏
に
授
記
を
う
け
、
後
に
天
に
生
ま
れ
、
ま
た
多
く

の
諸
仏

の
も
と
で
出
家
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る

(p
p
.
 
3
3
5
-
3
3
8
)
。

そ

し

て

こ

の
あ

と

に

e
t
e
s
u
 
p
u
r
v
a
y
o
g
a
 
p
r
a
k
i
r
t
i
t
a
 
p
.
3
3
8
9
)

(十
力
の
師

(
=
仏
)
の
過
去
の
因
縁
が

こ
れ
ら
に
お
い
て
語
ら
れ

(
2
)

た
)

と
い
う
。

第

三

巻

に

は
、

表

題

(
尾

題

)

と

し

て
p
u
r
v
a
y
o
g
aを

冠

す

る
章

が

二

つ
あ

る
。

す

な

わ

ち

s
a
m
a
p
ta
m
 
P
a
d
u
m
a
v
a
t
i
y
e
 
p
u
r
v
a
y
o
g
a
m
 

(
I
I
I
.
 

p
.
 
1
7
2
4
)

(
3
)

ド

ゥ

マ
ー

ヴ

ア
テ

イ
ー

の
過
去

の
因
縁

お

わ

る
。
)

B
a
h
u
l
a
b
h
a
d
r
a
s
y
a
 
p
u
r
v
a
y
o
g
a
m
 

(
I
I
I
.
 

p
.
 
1
7
5
1
9
)

(
ラ

ー

フ
ラ

バ

(
4
)

ド

ラ

の
過

去

の
因
縁
。
)

の

二

で
あ

る
。

と

も

に
、

章

題

で
あ

る
か

ら
、

ま
ず

過

去

の
因
縁

の
物

語

で
あ

ろ
う

と

考

え

ら

れ

る
。

第

一
の
話

は
、

ヤ

シ

ョ
ー

ダ

ラ

ー

(
y
a
s
o
d
h
a
r
a
,
 

耶
(輸

陀

羅
)

の

前

生

と

し

て

の
、

パ

ド

ゥ

マ
ー

ヴ

ァ
テ

イ
ー

と
、

シ

ュ
ツ
ド

ー

ダ

ナ

(
s
u
d
d
h
o
d
a
n
a

浄

飯

)

王

の
前

生

に

し

て
彼

女

の
夫

ブ

ラ

フ

マ
ダ

ツ

タ

(
B
ra
h
m
a
d
a
t
t
a
)

と

の
話

(
I
I
I
.
 

p
p
.
 
1
5
3
-
1
7
0
)

の
後

に
付

さ

れ

パ

ド

マ

る

も

の

で
あ

る
。

パ

ド

ゥ

マ
ー

ヴ

ア
テ

イ
ー

の
足
跡

か

ら

は
蓮

花

が

生

P
u
r
v
a
y
o
g
a

(
過
去

の
因
縁
)
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え
る
の
で
あ

っ
た
が
、

彼
女
が
議
言

に
よ
っ
て
夫
王
の
た
め
に
死
地

に
送
ら
れ
る
と
き
に
は
、
蓮
花
は
生
え
ず
、

ま
た
死
を
免
か
れ
て
王
に

迎
え
ら
れ
た
と
き
に
は
、
蓮
花
が
再
び
彼
女
の
足
跡
か
ら
生
え
た
と
い

う
。

そ
れ
を
聞
い
て
、

比
丘
た
ち
が
釈
尊
に
、
『何

の
業
の
む
く
い
に

よ
っ
て

(
k
a
s
y
a
 
k
a
r
m
a
s
y
a
 
V
i
p
a
k
e
n
a
)

』
(
I
I
I
.
 

p
.
 
1
7
0
1
1
)

そ
う
な

の
か
、
と
問
う
と
、
次

の
よ
う
な

『業

の
む
く

い
』
が
あ

っ
た
と
い
っ

て
、
過
去
の
物
語
が
語
ら
れ
る
。
彼
女
は
そ
の
前
生
に
下
女
と
し
て
蓮

花
を
運
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
辟
支
仏
に
会
う
と
、
信
心
を
お
こ
し

て
、
そ
の
花
を
さ
し
あ
げ
た
。
す
る
と
彼
女

の
手
が
萎
縮
す
る
の
を
見

て
、

そ
の
花
を
と
り
か
え
す
。
す
る
と
辟
支
仏

の
手
が
萎
縮
す
る
の
を

見
て
、

再
び
辟
支
仏
に
花
を
奉

っ
た
、

と
い
う
。

そ
し
て
、

蓮
花
を

辟
支
仏
に
与
え
た

「業

の
む
く
い
」
に
よ

っ
て
彼
女
の
足
跡
に
蓮
花
が

生
え
た
の
で
あ
り
、
辟
支
仏
か
ら
蓮
花
を
と
り
か
え
し
た

「業
の
む
く

い
」
と
し
て
、
彼
女
が
死
地
に
送
ら
れ
た
と
き
に
は
足
跡
か
ら
蓮
花
は

生
え
な
か

っ
た
が
、
再
び
辟
支
仏
に
花
を
奉

っ
た

「業
の
む
く

い
」
と

し
て
、
後
で
は
再
び
彼
女

の
足
跡
に
蓮
花
が
生
え
た
の
だ
、
と
い
う
の

で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
話
の
終

っ
た
あ
と
に
、
表
題
す
な
わ
ち
尾
題
と

し

て
、

『
パ

ド

ゥ

マ
ー
ヴ

ア
テ

ィ

ー

の
過

去

の
因

縁

お

わ

る
』

と

い
う

の

で
あ

る
。

「
過

去

の

因
縁

と
訳

し

た
p
u
r
v
a
y
o
g
aは
、

こ

こ

で
は
、

い
わ
ば
業
報
物
語
で
も
あ
る
。

第
二
の
話
は
、
ラ
ー

プ
ラ
(
R
a
h
u
l
a

羅
喉
羅
)
が
六
年
間
母
胎
に
あ

っ
た
の
は

『何
の
業

の
む
く

い
に
よ
る
の
か
』
(
I
I
I
.
 
p
.
 
1
7
2
5
)

と
い
う

問

い
に
答
え
る
も
の
で
あ
る
。
昔
二
人
の
王
子
が
あ

っ
た
が
、
父
王
の

死
後
、

兄
の
ス
ー
リ
ヤ
s
u
r
y
a(釈
尊
の
前
生
)
は
弟
の
チ
ャ
ン
ド
ラ

O
a
n
q
ra
(羅
喉
羅
の
前
生
)

を
王
位
に

つ
け
て
、

自
ら
は
出
家
し
て

仙
人
と
な
る
。

あ
る
と
き

与
え
ら
れ
な

い
水
を
飲
ま
な
い
決
心
を
し

て
い
た
が
、

つ
い
に
他
の
仙
人
の
水
壷
の
水
を
飲
ん
で
、
後
に
後
悔
し

て
、
弟

の
王
の
と
こ
ろ
に
処
罰
を
求
め
て
や

っ
て
く
る
。
弟
は
罪
に
は

な
ら
な
い
と
説
明
す
る
け
れ
ど
も
、
兄
は
き
か
な
い
の
で
、
森

の
中
に

坐
所
を
し
つ
ら
え
食
事
を
給
し
て
兄
を
そ
こ
に
六
夜
と
ど
め
て
、
七
日

目
に
大
赦
を
宣
言
し
て
、
兄
の
罪
悪
感
を
除
い
た
、
と
い
う
。

こ
こ
で

ラ

セ
フ
ラ

六
夜
兄
を
森
に
と
ど
め
た

「業
の
む
く
い
」
に
よ

っ
て
、
羅
喉
羅
は
六

年
間
母
胎
に
あ

っ
た
の
だ
と
い
う
。
以
上

の
表
題
と
し
て

『
ラ
ー
フ
ラ

バ

ド

ラ

の
過

去

の
因

縁

』

と

い
わ

れ

る

の

で
あ

る
。

こ

こ

で
も
、

業

報

の
観

念

が

強

く

み

と

め
ら

れ

る
。

さ

ら

に
、

パ

ー

リ

の
例

で
は

み

ら

れ

な

か

っ
た
も

の
で

あ

る
が
、

こ

こ

で

は
、

わ

る

い

「
過

去

の
因

縁
」

も

p
u
r
v
a
y
o
g
a

と

よ
ば

れ

て

い

る

こ
と

が
知

ら

れ

る
。
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複
合

語
と
し
て
は

k
a
p
u
r
a
y
g
a(過
去
の
因
縁
を
作

っ
た
)
I
I
I
.
 

p
.
 
4
0
6
1
1

p
u
r
v
a
y
o
g
a
s
a
m
p
p
a
n
n
a

(
過
去

の
因
縁
を
成
就
し
て
い
る
)
I
I
.
 

p
p
.

2
5
9
1
1
,
 
2
8
7
1
3
,
 
I
I
I
.
 

p
.
 
3
2
0
2
,
3
,

の
二
が
あ
る
。

ま
ず
第
三
巻
の
ヤ
シ
ョ
ー
ダ

(
y
a
s
o
d
a
,
 

パ
ー
リ
で
は
y
a
s
a
)
の

物
語
を
見
る
と
、
豪
商
の
息
子
ヤ
シ
ョ
ー
ダ
に
つ
い
て
、
そ
の
美
徳
を

(
5
)

列
挙
す
る
中
に
、
k
r
t
a
-
p
u
r
v
a
y
o
g
a

(
過
去
の
因
縁
を
作

っ
た
)
と
い

い

(
I
I
I
.
 

p
.
 
4
0
6
1
1
)
、

ま
た
彼
の
形
容
と
し
て
p
o
r
v
a
y
o
g
a
s
a
n
p
a
n
n
a

(
6
)

(
過
去

の
因
縁
を
成
就
し
て
い
る
、
具
足
し
て
い
る
)
と
い
う
の
で
あ

る

(
I
I
I
.
 

p
.
 
4
0
7
1
5
)
。

し
か
し
そ
の

「過
去
の
因
縁
」

の
内
容
は
明
示

さ
れ
て
い
な
い
。
も

っ
と
も
、

そ
の
後
の
y
a
s
o
d
a
j
a
a
k
a
 

(
I
I
I
.
 

p
p
.

4
1
3
-
4
1
5
)

が
そ
れ
で
あ
る
と
、
見
倣
す
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
。
彼
が

そ
の
生
前
に
お
い
て
貧
し
い
家
に
生
ま
れ
た
が
、
辟
支
仏
に
供
養
を
し

て
、

誓
願

(p
ra
n
id
h
an
a
)

を
立
て
、

富
貴
に
生
ま
れ
る
こ
と
と
、

出
家
者

の
法

(徳
)
を
得
る
こ
と
を
願

っ
た
、
そ
の

『
業
の
む
く
い
に

よ

っ
て
』
(k
ar
m
asy
a
 
V
i
p
a
k
e
a
)
、

彼
は
富
貴
に
生
ま
れ
、
カ
を
得
た

の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
話
は
、
さ
き
に
見
た
二
例
で
は
p
o
r
v
a
y
o
g
a

と
呼
ぼ

れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
j
a
t
a
k
a
(本
生
)
と
よ
ば
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

p
u
r
v
a
y
o
g
a
s
a
m
n
n
a

の
他
の
例
は

い
ず
れ
も

釈
尊
の
形
容
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

第

二
巻

の
、
釈
尊
の
成
道
前
後
を
記
す
、
第

一
の
A
v
a

su
tra
(所
観
と
い
う
経
)

に
は
、
浄
居
天

(
S
u
d
d
h
)

が

「随
喜
を
な
す
べ
き
十
八
の
法

(11
根
拠
)
を
得
る
」
と
い
っ
て
、

成
道
直
前
の
釈
尊
の
す
ぐ
れ
た
特
性
を
列
挙

す
る
中

の
、
第

一
に

p
r
v
a
y
o
g
a
s
a
m
p
a
n
n
o
 
m
a
h
a
s
r
a
m
a
n
o
 

(
I
I
 

(大
沙

(
7
)

門
は
過
去
の
因
縁
を
成
就
し
て
い
る
)

と
い
う
。

ま
た
、
成
道
を
記
し
た
あ
と
に
、
浄
居
天
が
魔

(
M
ara
)

に
八
十

(種
類

の
言

い
)
方
で
ど
な
る
、
と
い
う
中

に
、
釈
尊
の
特
性
を
列
挙

し
て
い
る
。
そ
こ
に
、
第
三
番
目
に

e
v
a
m
r
u
p
a
h
 
s
a
t
v
a
h
 
p
u
r
v
a
y
o
g
a
s
a
m
p
a
n
n

2
8
7
1
2
-
1
3
)

(
こ
の

〔釈
尊
の
〕

よ
う
な
衆

生
は
過
去
の
因
縁
を
成
就

(
8
)

し
て
い
る
)

と
い
う
。
(も

っ
と
も
、

こ
こ
で
は
複
数
を
用
い
、
直
接
釈
尊
を
指
す

表
現
で
は
な
い
。)

P
u
rv
a
y
o
g
a

(
過
去

の
因

縁

)
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第

三
巻
の
初
転
法
論
を
記
す
個
所
に
は
、

v
a
r
ta
y
i
tu
m
 

(
I
I
I
.
 

p
.
 
3
2
0
2
-
3
)

(
お

よ

そ

過
去

の
因

縁

を

成

就

し

て
い
る
人
達
が
、
聖
な
る
法
輪
を
転
ず
る
。
実
に
私
も
過
去

の
因
縁

を
成
就
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
は
聖
な
る
法
輪
を
転
ず
る
に
価

(
9
)

す

る
。
)

と

い

っ
て

い

る
。

こ

の
釈

尊

に

関

す

る

「
過

去

の
因
縁

」

が

具
体

的

に
、

そ

れ

ぞ

れ
何

を

指

し

て

い

る

の
か
、

明

示

は

な

い
。

し

か

し
、

仏

の
前

生

の
物

語

は

『
マ

ハ
ー
ヴ

ァ

ス
ツ
』

に

も
、

多

く

録

さ

れ

て

い
る
。

そ

う

い
う
前

生

物

語

を

漠

然

と

予

想

す

る
も

の

で
あ

る
に

ち

が

い
な

い
。

註

(
1
)
英
訳

に
は
J
.
 
J
.
 
J
o
n
e
s
 
T
h
e
 
M
a
h
a
v
a
s
t
u
 

1
9
4
9
,
 
1
9
5
2
,
 
1
9
5
6

(
以
下
単
に

英
訳
と

い
う

の
は

こ
れ
を

指
す
)

が
あ
る
が
、

こ
の
個
所
を
 
L
e
t
 
t
h
e
r
e
 
c
o
m
e
 

V
a
g
i
s
a
,
 
t
h
e
 
r
e
c
o
n
e
c
t
i
o
n
 
o
f
 
a
 
a
s
o
c
i
a
t
i
o
m
 

w
ith
 
t
h
e
 
T
a
t
h
a
g
a
t
a
 
(
1
.
 
p
.
 
2
2
2
)

と
訳
す
。
f
o
r
m
o
r
a
s
s
o
c
i
g
i
o
n

w
i
th
 (誰

々
と

の
過
去

の
関

係
)

が
p
u
r
v
a
y
o
g
a
の
訳
語
で
あ

る
が
、
適
切

で
は
な
い
。
次

に
述

べ
ら
れ
る
物
語
が
、

釈
尊

の
前
生

に
お
け
る
行
為
が
中
心

で
あ

っ
て
、
ヴ

ァ
ー
ギ
ー
シ

ャ
の
そ
れ
は
、

最
後
に
附
随
的
に

述

べ
ら
れ
る
に

す
ぎ
な

い
。

し
た
が

っ
て
、

そ

の
物
語

(
p
u
r
v
a
y
o
g
a

の
内
容
)

を
、
「
ヴ

ァ
ー
ギ
ー

シ
ャ
と
釈
尊

と

の
間

の

古
か
ら

の
関
係
」

と

見
る
こ
と
は

適
切
で
は
な

い
。

E
.

E
d
g
r
to
n
 は
 
B
H
S
D
 
の
 
p
u
r
v
a
y
o
g
a
 

の
項

に
お
い
て
、
右

の
個

所
を

引
き
、
l
e
t
 
a
 
p
r
e
v
i
o
u
s
 
l
i
f
e
 
o
f
 
t
h
e

と

訳
し

て
い
る
の
は

適
訳
で
あ

る
。

ま
た
セ
ナ
ー
ル
が
r
e
u
n
i
o
n

a
n
t
e
r
i
e
u
r
e

(
古

の
結
合
関
係
)

と
い
う

の
が
、

そ
の
語

の
意
味
に

本
来

の
も

の
で
あ
る
と
想
定

し
て
い
る
の
は
、

間
違

い
で
あ

る
と
、

エ
ジ

ャ
ー
ト
ン
は
言
う
。
英
訳
者

ジ

ョ
ー

ン
ズ
は

セ
ナ
ー
ル
の
説
に

従

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
英
訳

T
h
e
 
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
M
a
s
t
e
r
,

t
h
es
e
 in
 h
is
 
f
o
r
m
e
r
 
l
i
v
e
s
 

h
a
s
 
t
h
u
s
 
b
e
e
n
 

2
8
5
)は
適
切

で
な
い
で
あ

ろ
う
。

英
訳
は
、
「
釈
尊

と
過
去

の
諸
仏

と
の
古
き
関
係
」

の
意
味

に
と

っ
て
い
る
が
、

上
に
み
た
よ
う

に
、

話

の
中

心
は
釈
尊

の
前
生
に
お
け

る
行
為

で
あ
ろ
う
。

な
お

エ
ジ

ャ

ー
ト

ン
は
こ
の
個
所
に
p
r
e
v
i
o
u
s
 
l
i
v
e
s
 
o
r
 
a
d
v
e
n

の
訳
語

(
説
明
)
を
与
え
て
い
る
。

(
3
)
英
訳
 H
er
e
 en
d
s
 th
e
 
s
t
o
r
y
 
o
f
 
a
 
f
o
r
m
e
r

(
I
I
I
,
 

P
.
 
1
6
7
)

は
、

文
脈

上
無
難

で
あ
る
が
、

そ
の
註
記
に

(
I
I
I
.
 

p
.

w
it
h
 
a
 
f
o
r
m
e
r
 
B
u
d
d
h
a
 
o
r

と
い
う
の

は
、
支
持

で
き
な

い
。
そ
の
理
由
は
、

こ
の
物

語
の
中
心
は
彼
女
の
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前
生

の
行
為

で
あ

っ
て
、
辟
支
仏
と
の
関
係
は
心
ず
し
も
主
題
で
は

な

い
と
考
え
る
か
ら

で
あ

る
。

(
4
)
英
訳
 
H
er
e
 en
d
s
 t
h
e
 sto
ry
 of
 a
 fo
rm
er

th
e
 
F
o
r
g
m
g
e
 

(
I
I
I
.
 

p
.
 
1
7
0
)

(
ち
な
み
に
、

こ
こ
で
は

「
過
去
の

仏
と

の
関
係
」
は
全
然
語
ら
れ

て
い
な
い
。

さ
き

に
み
た
、

英
訳
者

の
説
は

こ
こ
で
は
全
然
あ

て
は
ま
ら
な
い
わ
け
で
あ

る
。
)

(
5
)
英

訳
 
w
h
o…
 h
a
s
 
a
c
h
i
e
v
e
d
a
 
P
r
e
v
i
o
u
s

B
u
d
d
h
a
 (
I
I
I
.
 

p
.
 
4
0
6
)

は
適
切

で
は
な
い
。
ま
た
註

(
p
.
 
4
6
0

)

に
は
、

前
記

(註

1
)

の

エ
ジ

ャ
ー
ト

ン

の
セ
ナ
ー

ル

の
説

(
r
eu
n
io
n
 
a
n
t
e
r
i
e
u
r
e

に
対
す

る
反
対
説
を
引
き
な
が
ら
も

「
し

か
し
文
脈

は
こ
こ
で
は
、
-

そ
し

て
、
お
そ
ら
く

つ
ね

に
-

そ

の
よ
う
な
関
係
を
意
味
し
て
い
る
」
と

い

っ
て
、

ジ

ョ
ー

ン
ズ
は

セ

ナ
ー

ル
説

に
加
担
し

て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
は
適
切

で
な

い
。

(
6
)
英
訳
b
e
c
a
u
s
e
 
o
f
 
h
i
s
 
a
s
s
o
c
i
a
t

f
or
me
r
 
l
i
f
e
 

(
I
I
I
.
 

p
p
.
 
4
0
7
-
4
0
8
)
、

同
註
記

(
I
I
I
.
 

p
.
 
4
0
8
)

L
it
era
n
y
 
b
ein
g
 
e
n
d
o
w
e
 
w
i
t
h
 
a
 
p
r
e
v
i
o
u

s

は
適

切
で
は
な
い
。

エ
ジ
ャ
ー
ト

ン
は
、

こ
の
複
合
語
に
対
し
て
、

p
er
fec
t
e
d
 
i
n
 
(
t
h
r
u
)
 
p
r
e
v
i
o
u
s
-
i
v
e
s

と
訳
し
て
い
る
。

(
7
)
英
訳
は
t
h
e
 
G
r
e
a
t
 
R
e
c
l
u
s
e
 
h
a
s
 
k
n
o
w
l
e
d
g
e

in
 h
is
 fo
rm
er
 
l
i
v
e
s
 

(
I
I
.
 

p
.
 
2
4
5
)と

い
う
。
k
n
o
w
l
e
d
g
e

を

補
足
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
解
釈
は
適
切
で
な
い
。
ま
た
そ

の
註

記
(
2
)
L
i
t
e
r
a
l
l
y
 
i
s
 
g
i
f
t
e
d
 
w
i
t
h
 
a
 
f
o
m
e
r
 

も
同
断
。

な
お
同
註
に
は

「
p
u
r
v
a
o
g
a
は
本
来
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

w
ith
 
s
o
m
e
o
n
e
 
o
r
 
s
o
m
e
t
h
i
n
g

を
意
味

す

る
。
し
か
し
そ
れ
は
ま

た
単

に
f
o
r
m
e
r
 
e
x
i
s
t
e
n
c
e

と
し
て
も

用
い
ら

れ
る
。

一
方
M
i
l
p
.
 
2
 

は
そ
れ
を
p
u
b
b
a
k
a
m
m
a
と
し
て

説

明
し
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
こ
で
は
文
脈

は
k
n
o
w
l
e
d
g
e
 

(
o
r

m
hem
or
y
)
 
o
f
 
a
s
s
o
i
g
t
i
o
n
s
 
i
n
 
f
o
r
m
e
r

の
意
味
が
与
え
ら

れ
る

こ
と
を
要
求
す

る
L
と
い
う
が
、
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
m

を
も

っ
て
貫
こ

う
と

い
う
結
論
は
適
切
で
は
な
か
ろ
う
。

(
8
)
英
訳
B
e
i
n
g
s
 
l
i
k
e
 
h
i
m
 
h
a
v
e
h
a
v

e 

(
I
I
.
 

p
.
 
2
7
0
)同
註

(
n
.
 
1
0
)
 
U
i
t
e
r
a
n
y
 
a
r
e
 
e
n

d

a
f
or
me
r
 
a
s
s
o
c
i
t
i
o
n
 

は
と
も
に
適
切
で
は
な

い
。

(
9
)
英

訳
T
h
o
s
e
 be
in
g
s
,
 
s
a
i
d
 
h
e
,
 
w
h
o
 
h
a
v
e

w
h
ee
l
 
o
f
 
d
h
a
r
m
a
 

(
I
I
I
.
 

p
.
 
3
0
9
)
 

(
同
註
n
.
 2
.
 
L
i
t
e
r
a
l
y

e
n
d
o
w
ed
 
w
i
t
h
 
f
o
r
m
e
r
 
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
m
.

"
)
は
不
適
切
。
「
過
去

の
諸

仏
と

の
関
係

を
も

っ
た
と

解
し

て
い
る
が
、
「
過
去

の
諸
仏
」
を
補

う
必
然
的
理
由
は
な
い
。
(
こ
れ
ま

で
の
用
例
に

つ
い
て
も
同
様
。
)

四
、

大

乗

経

典

に

お
け

る

用

例

そ

の

一
、
s
a
d
d
h
a
r
m
a
p
k
i
a

(
法

華

経

)

次

に
大

乗
経

典

に

お

け

る
p
u
r
v
a
y
o
g
aの
用

例

を

見

る

の

で
あ

る

が
、

そ

の
第
二

に
p
u
r
v
a
y
o
g
a
a
n
d
a
r
i
k
 

(
e
d
.
 by
 H
.
 K
e
r
n

a
n
d

P
u
rv
a
y
o
gq
a

(
過
去

の
因

縁

)
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B
.
 
N
a
n
j
i
o
,
 

以
下
S
P

と
略
記
)

を
と
り
あ
げ
る
。
こ
の
漢
訳
と
し

て
は
、
竺
法
護
訳

『
正
法
華
経
』
、
鳩
摩
羅
什
訳

『妙
法
蓮
華
経
』
、
閨

那
堀
多
共
笈
多
訳

『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
(
い
ず
れ
も
大
九
。

以
下
そ

れ
ぞ
れ
、
正
法
華
、
妙
法
華
、
添
品
法
華
と
略
記
)
が
あ
り
チ
ベ

ッ
ト

訳
と
し
て
、
S
u
r
e
n
d
r
a
b
o
d
h
i

と
S
n
a
-
n
a
m
 
Y
e
-
s
e
s
 

と
の
共
ハ訳

D
a
m
-p
a
h
i
ch
os
 
p
a
d
-
m
a
d
k
a
r
-
p
o
s
h
e
s
-
b
y
a
 
b
a
t

p
o
h
i
 
m
d
o
(『
影
印
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
』
N
o
.
 
7
8
1
,
 
V
o
l
.

東
北

N
o
.
 
1
1
3
)

が
あ
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、

漢
訳
や
チ
ベ

ッ
ト
訳
を
出

来
る
だ
け
参
照
し
よ
う
と
考
え
る
。

さ

て

SQ

に
は
p
u
r
v
a
y
o
g
a

を
冠
す
る
章

(
=
品
)
名
が
三
つ
あ

る
。

即
ち
そ
の
第
七
、
第
二
十
二
、
第
二
十
五
章
が
そ
う
で
あ
る
。

ま
ず
第
七
章

の
最
後
に
は

H
t
y

a
r
y
 
a
s
a
d
d
h
a
r
m
a
p
u
n
d
a
r
i
k
e
 
d
h
a
r
m
a
p
a
r
y
a

p
a
r
i
r
y
a
y
 
n
a
m
a
 
s
s
p
t
a
m
a
h
 
=
(

p
.
 
1
9
8
1
1

(
以

上
、

聖

正

法

(
1
)

蓮
華
法
門
に
お
け
る
過
去

の
因
縁

の
章
と
い
う
第
七

〔章
〕)

と
い
う
。

チ
ベ

ッ
ト
訳
は

d
am
-
p
a
h
i
 
c
h
o
s
 
p
a
d
-
m
a
 
d
k
a
r

=

s
n
o
n
-
g
y
i
 
s
b
y
o
r
-
b
a
h
i
 
l
e
h
u
 
s
h
e
s
-
b
y
a
-
s
t
e

(『
影
印
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
』
v
o
l
.
 
3
0
 

p
.
 
3
6
2
-
3

と
あ

っ
て
、
ほ
ぼ
同
意
で
あ
る
。
(
s
n
o
n
-
g
y
i
 
s
b
y
o
r
-
b
a

は

「過
去
の

つ
な
が
り
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
)
。竺
法
護
訳
(
正
法
華
巻
四
)

で
は

「往
古
品
第
七
」
(大
九
、
八
八
中
)

と
い
う
。
尤
も
、
『妙
法
華
』

(巻
三
、
大
九
、
二
二
上
)
、
『
添
品
法
華
』
(
巻
三
、

大
九
、

一
五
六

下
)

で
は

「化
城
喩
品
(第
七
」
,と
い
っ
て
、
名
称
.を
異
に
す
る
。

し
か
し
第
八
章
の
は
じ
め
に
は
、

im
a
m
 
c
a
 
p
u
r
v
a
y
o
 
p
r
a
t
i
s
a
m
y
u
k
t
a
m
 

(
2
)

1
9
2
-
3
)(ま

た

こ

の
過

去

の
因

縁

に

ち

な

ん

だ

話

を

聞

い

て
)

と

い
い
、

チ

ベ

ッ
ト

訳

は
s
n
o
n
-
g
y
i
 
s
b
y
o
r
-
b
a
 
d
a
n

h
d
i
…
t
h
o
s
-
m
s
 
(
p
.
 
3
6
e
4
-
5
=
f
o
l
.
 
8
6
b
4
-
5
d
a
n
 

と

い

い
、

同
意

で

あ

り
、

『
正
法
華
』

(巻
五
、
九
四
中
)

に
は
、

「追
下省
往
古
所
二
興
立

一

行
上
」
、
『
妙
法
華
』
(巻
四
、
二
七
中
)

及
び

『
添
品
法
華
』
(巻
四
、

一
六
二
上
)
に
は

「復
聞
二
宿
世
因
縁
之
事
こ

と
い
う
か
ら
、

ど
の
本

も
前
章
に
は
、
「過
去
の
因
縁
」

を
説

い
た
も
の
と
し
て
、

伝
え
て
い

る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
「
過
去

の
因
縁

の
章
」
(
P
u
r
v
a
y
o
g
)

の
内
容

を
見
よ
う
。

は
る
か
に
遠

い
過
去
の
世
に
、
大
通
智
勝

(
M
a
h
a
b
h
i
j
n
a
,

以
下
羅
什
の
訳
語
を
借
用
す
る
)
仏
が
出
現
し
た
。
そ
の
仏
の
子
で
あ

っ
た
十
六
人
の
王
子
は
、
父
の
成
仏
を
聞

い
て
、
仏
前
に
い
た
り
、
成

-44-



仏

の
教
え
を
説
か
ん
こ
と
を
願
い
、
ま
た
十
方
の
梵
天
も
説
法
を
懇
請

し
た
の
で
、
仏
は
四
諦
十
二
因
縁
の
法
を
説
き
、
多
く
の
声
聞
衆
が
出

現
し
た
。
十
六
王
子
は
沙
弥
と
な
り
、

こ
れ
に
満
足
せ
ず
、

さ
ら
に
成

仏

の
教

え
を
請
う
。
そ
こ
で
仏
は
法
華
経
を
説
い
た
。
王
子
た
ち
は
こ

れ
を
信
受
し
て
、

仏
が
禅
定

に
住
し
て
い
る
時
に
、

人
々
の
た
め
に

法
華
経
を
説
き
明
か
し
た
。
こ
の
十
六
王
子
は
今
、
そ
れ
ぞ
れ
、
東
西

南
北
四
維

の
仏
と
し
て
成
仏
し
た
。
そ
の
中
に
は
東
方

の
阿
閾
仏
、
西
方

の
阿
弥
陀

(
A
m
i
t
a
y
u
s
)

も
あ
り
、
第
十
六
は
釈
迦
牟
尼
仏
で
あ
る
。

以
上
が

「過
去
の
因
縁
」
と
呼
ば
れ
る
内
容
で
あ
ろ
う
ど
考
え
ら
れ

る
が
、
経
は
こ
こ
に
法
華
経
を
も

っ
て
教
化
し
た
の
は
、
実
に
過
去
の

世
か
ら

の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
、
強
調
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
経
は
さ
ら
に
、
二
乗
の
教
え
に
よ

っ
て
浬
契
を
得
る
も

の
な
く
、

唯

一
仏
乗
に
よ

っ
て
の
み
、
真

の
捏
契
を
得
る
、
と
い
う
こ
と
を
強
調

し
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
化
城

の
讐
喩
が
示
さ
れ
る
。
こ

こ
で
は
、

二
乗
は
、

い
わ
ば
、
険
難
な
遠
路
を
珍
宝
の
処
に
向

っ
て
ゆ

く
旅
人
が
、
中
途
で
疲
労

の
あ
ま
り
、
引
き
か
え
す
こ
と
が
な

い
よ
う

に
、
と

一
導
師
が
神
通
に
よ

っ
て
化
作
し
た
都
城

の
よ
う
な
も
の
だ
、

と
い
う

の
で
あ
る
。

羅
什
訳
は
こ
の
後

の
方

の
化
城

の
喩
を
、
こ
の
章
の
表
題
と
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
『
正
法
華
』
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
、
チ
ベ

ッ
ト
訳
は
、

「
過
去

の
因
縁
」
を
題
日
に
し
て
い
る
。
恐
ら
く
は
、
「過
去

の
因
縁
」

と
呼
ば
る
べ
き
内
容
は
、
こ
の
章
の
前
半
な

の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
過
去

の
あ
る
行
為
に
応
じ
て
、
現
在
成
仏
し
た
の
だ
、

と
い
う
外
に
、
過
去
の
世
か
ら
法
華
経
が
説

か
れ
て
き
た
の
だ
、
と
い

う
二
つ
の
要
素
が
、
「過
去
の
因
縁
」
の
中
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第

二
二
章

(
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
)
は

む

む

B
a
i
s
j
y
a
r
a
j
a
p
u
r
v
a
y
o
g
a
p
a
r
i
v
a
r
t
a
 

(p
.
 
4
2
2
1
)

(薬
王
の
過
去

(
3
)

の
因
縁
の
章
)

と
い
い
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
s
m
a
n
-
g
y
i
r
g
y
a
l
-
p
o
h
i

ba
h
i
 
e
h
u
 

(
v
o
l
.
 
3
0
.
 

p
.
 
7
4
b
8
-
c
1
=
f
o
l
.
 
1
8
0
)

(
同
意
)
ど

い
い
、
第

二
二
章
で
あ
る
。
『
正
法
華
』
は

「薬
王
菩
薩
品
」
(
巻
九
、

大
九
、

一
二
五
上
)

と
い
い
、

第
二
十

一
の
章
で
あ
る
。
『妙
法
華
』

と

『
添
品
法
華
』
で
は

「薬
王
菩
薩
本
事
品
」
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
第

二
十
三
、
第
二
十
二
の
章
と
し
て
い
る

(と
も
に
巻
六
。
大
九
、
五
三

上
、

一
八
七
下
)
。

昔
、

日
月
浄
明
徳

(
O
a
n
d
r
a
s
u
r
y
a
v
i
m
a
l
a
p
r
a
b
)

仏
が
あ

ら
わ
れ
、

]
切
衆
生
喜
見
(
s
a
r
v
a
s
a
t
t
v
a
p
r
i
y
a
)

菩
薩
及

P
u
r
v
a
y
o
ga
 (
過

去

の
因

縁
)
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び
菩
薩
や

声
聞
の
衆
に
、

法
華
・経
を

説
い
た
。

一
切
衆
生
喜
見
菩
薩

は
、
苦
行
精
進
し
て
、
現

一
切
色
身
三
昧
を
得
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
法

華
経
を
聞
い
た
力
で
あ
る
と
思

っ
て
、
仏
お
よ
び
法
華
経
を
供
養
せ
ん

と
し

て
、
自
分

の
身
体
に
香
油
を
そ
そ
い
で
火
を
点
じ
て
燈
火
と
し
て

捧
げ
た
。

の
ち
に
そ
の
菩
薩
は
王
家
に
生
ま
れ
、
ま
た
そ
の
仏
に
親
近

し
た
。

仏
は
彼
に
法
を

託
し
て
入
滅

さ
れ
た
の
で
、

彼
は
八
万
四
千

の
塔
を
造

っ
て
、
さ
ら
に
自
ら
の
腕
を
燃
や
し
て
燈
火
と
し
て
供
養
し

た
。

こ
の

一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
は
今

の
薬
王
菩
薩
で
あ
る
と

い
う
。

こ

の
後
に
、
法
華
経
讃
美

の
文
が
続
く
の
で
あ
る
が

「過
去
の
因
縁
」

は
以
上
で
終

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
章
の
後

の
方
に
は

h
a
s
a
tt
v
a
s
y
a
 
p
u
r
v
a
y
o
g
a
p
a
r
i
v
a
r
t
a
 

(
p
.
 
4
2
0
1
3
)

薬

王
菩

薩

往

古

学
品
、
薬
王
菩
薩
往
古
品

(『
正
法
華
』
、
大
九
、

一
二
六
下
、

一
二

七
上
)

薬

王
菩
薩
本
事
品

(『
妙
法
華
』
、
大
九
、
五
四
中
、
下
、

五
五
上
、

『添
品
法
華
』
、
大
九
、

一
八
九
中
、

下
)

と
い

っ
て
、
上
述

の

「過
去

の
因
縁
」
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

に

「
過
去
の
因
縁
」
と
い
う
部
分
は
、
本
来
、

こ
の
章
の
前

の
部
分
に

限

る
も

の
で

あ

ろ
う
。

第

二

五
章

(
サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト
本

)

は

S
u
b
h
a
v
y
u
h
a
r
a
j
a
p
u
r
v
a
g
a
v
a
r
 

(
p
.
 
4
7
1
5
)

(
妙

荘

厳

王

(
3
)

の
過
去

の
因

縁

の
章

)

と

い

い
、

チ

ベ

ッ
ト
訳

は
r
g
y
a
l
-
p
o
 
d
g
e
-
b
a
 
b
k
o
d
-
p
a
h
i

s
b
y
o
r
-b
a
h
i
 le
h
u
 (
p
.
 
8
1
e
2
=
f
o
l
.
 
1
9
9
a
2
)

(
同
意

)

と

い

い
、

第

二
五
章

で
あ

る
。

『
正

法

華

』

は

「
浄

復

浄

王
品

(
巻

一
〇
、

大

九
、

一
三
〇
下
、
但
し
そ
の
註
(
3
1
)

に
よ
れ
ば
三
本
、
宮
本
で
は

「住
世
浄
復

む

む

浄
王
品
」
と
す
る
。
な
お
住
世
は
往
世
で
は
あ
る
ま
い
か
)
と
い
い
、

第
二
五
章
で
あ
る
。
『
妙
法
華
』
と

『添

品
法
華
』

は

「妙
荘
厳
王
本

事
品
」
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第

二
七
、
第

二
五
章
と
し
て
い
る

(
と

も
に
巻
七
。
大
九
、

五
九
中
、

一
九
四
中
)
。

昔
、
雲
雷
音
宿
王
華
智

(
J
a
l
a
d
h
a
r
a
g
a
-

sa
tr
a
r
a
j
a
s
a
m
k
u
a
)

仏
が
出
現
し
、
法
華
経
を
説
い
た

と
き
に
、
仏
に
帰
依
し
て
い
る
浄
徳

(
V
i
m
a
l
a
d
a
t
t
a
)

夫
人
お
よ
び

浄
蔵

(
V
i
m
a
l
a
g
a
r
b
h
a
)
、

浄
眼

(
V
i
m
a
l
a
n
e
t
r
a
)

の
二
子
の
力
に

よ

っ
て
、
妙
荘
厳

(
s
u
b
h
a
v
y
u
h
a
)

王
は
、
、仏
に
帰
依
し
、
仏
に
よ

っ
て
、
将
来
、
娑
羅
樹
王

(
s
a
l
e
n
d
r
a
r
a
j
a
)

仏
に
な
る
と
い
う
予
言
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(授
記
)
を
さ
ず
け
ら
れ
て
、
王
は
出
家
し
、
法
華
経
を
修
行
し
た
。

さ
て
、
妙
荘
厳
王
は
今

の
華
徳
(
P
a
d
m
a
s
r
i
)

菩
薩
、
浄
徳
夫
人
は
光

照
荘
厳
相

(
V
a
i
r
c
a
a
s
m
i
p
r
a
t
i
m
a
n
d
i
a
)菩
薩
、

二
子
は
薬
王

(
B
h
a
i
s
a
j
y
a
r
j
a
)
、

薬
上

(
B
h
a
i
s
a
j
y
a
s
u
d
g
a
t
a
)

の
二
菩
薩
で
あ
る
、
と
い
う
。

こ
こ
で
は
善
知
識
の
大
切
な
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
に

か
く
、

以
上
を
単
に
 
P
u
r
v
a
y
o
g
a
p
a
r
i
r
t
a
 

(p
.
 
4
7
1
3
)

(過
去
の

因
縁
の
章
)
と
称
し
て
い
る
。
『
正
法
華
』
で
は

「往
古
宿
世
本
所
行
」

(大
九
、

一
三
二
下
)

と
称
し
て
い
る
。
(但
し

『
妙
法
華
』
と

『
添

品
法
華
』
は

「妙
荘
厳
王
本
事
品
」
大
九
、
六

一
上
、

一
九
四
中
。
)

な
お
以
上
の
よ
う
に
S
P
で
は
過
去
物
語
に
p
u
r
v
a
y
o
g
a

を
冠
す
る

が
、
a
v
a
d
a
n
a(讐
喩
)
と
か
i
t
i
v
r
t
t
t
a
k
a

(本
事
)

又
は
j
a
t
a
k
a

(本
生
)
と
は
呼
ば
な
い
の
で
あ
る
。

(
5
)

な
お
、
第
八
章
に
は
、
p
u
r
v
a
y
o
g
a
c
a
r
 

(p
.
 
1
9
9
9
)

と
い
う
語
が
あ
る
。

こ
れ
は

「過
去
の
因
縁
の
行
」
と
訳
し
う
る
で
あ

ろ
う
。
但
し
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
s
n
o
n
-
g
y
i
s
b
y
o
r
-
b
a

(
=
p
u
r
v
a
)

(p
.
 
3
7
a
1
=
f
o
l
.
 
8
7
a
1
)

と
い
う
の
み
で
あ
り
、
『正
法
華
』
に
は

「古

世
事
」
(
大
九
、
九
四
下
)
と
あ
る
が
、
他
に
は
な
い
。

以
上
に
よ

っ
て
、
『
法
華
経
』

の
用
例
を

ほ
ぼ
す
べ
て
見
た
。

そ
し

て
、
漢
訳
及
び
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
相
当
語
を
も
指
摘
で
き
た
。

こ
こ
で
、
S
P
に
お
け
る
p
u
r
v
a
y
o
g
a
の
解
釈
に
関
す
る
諸
学
者

の
説
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
S
P
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
経
典
で
あ
り
、

数
種
の
翻
訳
も
あ
り
、

こ
の
語
の
意
味
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
関
心

が
は
ら
わ
れ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。

ビ

ュ
ル
ヌ
フ
は
こ
の
語
を
l
'
a
n
c
i
e
n
e
a
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n

(古

の
専
心
)

(
6
)

と
訳
し
、
ケ
ル
ン
は
a
n
c
i
e
n
t
d
e
v
o
t
i
o
n

(
古
の
専
心
専
念
)
と
訳
し
て

い
る
。
尤
も
ケ
ル
ン
は
、
こ
の
語
の
本
来
の
意
味
は
o
t
i
o
n

(先

(
1
)

史
、
前
歴
)
で
あ
ろ
う
と
も
い
い
、

ま
た
、
o
t
i
o
n
t
o
r
y
(古

(
4
)

史
、

昔

物

語
)

と

も

註

記

し

て

い

る
。

モ

ニ

エ
ル

・
ウ

ィ
リ

ア

ム
ズ

(
7
)

は
、
お
そ
ら
く
は
じ
め
て
、
そ
の
辞
書
に
S
P

に
出
る
こ
の
語
を
あ
げ

て
、
o
l
d
e
n
 
t
i
m
e
,
 
h
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
o
t

(昔
時
、
昔
の
物
語
)

の
説
明

 

を
与
え
て
い
る
。
ま
た
シ

ュ
ミ
ッ
ト
は
P
V

の
補
遺
を
作

っ
て
、
こ
の

語
を
載
せ
、
V
o
r
z
e
i
t
,
 
V
o
r
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e

(前
時
代
、
前

の
物
語
)

の

訳
語
を
与
え
て
い
る

(彼
が
引
く

の
は

乙
S
Pお
よ
び
S
a
m
a
d
h
i
r
a

で
あ
る
)
。
私
は
こ
の
二
つ
の
辞
書

の
あ
げ

る
意
味
は
無
難
な
も
の
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
。

エ
ジ
ャ
ー
ト
ン
は
ビ

ュ
ル
ヌ
プ
や
ケ
ル
ン
の
訳
語

を
排
し
て
、
a
 
f
o
r
m
e
r
 
e
x
i
s
t
e
n
c
e
,

P
u
rv
a
y
o
ga

(
過
去

の

因
縁

)
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u
n
d
e
r
 a
n
 a
n
o
in
t
 
B
u
d
d
d
h
a
と

す

る
(
B
H
S
D
)
。

妥

当

な
解

釈

で
あ

ろ
う
。

も

っ
と

も

漢

訳

に

は
、

往

古

(
竺

法

護

訳

)
、

本

事

(
羅

什

訳

)

の
外

に
、

宿

世

因

縁

之

事

(
羅

什

訳

)

と

い

う
、

意

味

深

長

な

訳

語

が

あ

る

こ
と

に

留

意

し
た

い
。

註

(
1
)
H
.
 
K
e
r
n
,
 
T
h
e
 
S
a
d
d
h
a
m
a
-
P
u
n
d
a
r
i
k
a

tru
e
 
l
a
w
,
 
S
B
E
.
 

X
X
I
,
 
L
o
d
o
n
,
 
1
8
8
4

d
e
vo
t
i
o
n
と
訳
す
。

尤
も
註

記
に
は
p
u
r
v
a
y
o
g
a

の
本
来

の
意
味

は
p
r
e
-
h
i
s
t
o
r
y

で
あ
ろ
う
と
す
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
後
者

の
方
が

適
切

で
あ
る
。

な
お

ケ
ル
ン
が
-
y
o
g
aを
y
u
g
aか
ら
導

こ
う
と
す

る
説
は
、

な
お
問
題
を
残
し

て
い
る
よ
う
だ
。

最
近
の
岩
本
裕

『
法

華
経
』
(中

)
(
岩
波
文
庫
、

昭
和
三
九
年
)

に
は

《
「
前
世
に
お
け

る
関
係
」

の
章
》
と
訳
し

て
い
る

(
九

一
頁

)
が
、
意
味
は
明
ら
か

で
は
な
い
よ
う
だ
。

(
2
)
ケ

ル
ン
訳
O
n
 
h
e
a
r
i
m
g

…
t
h
e
 
f
o
r
e
g
o
i
n
g
 
t
a
l
e

a
m
c
ie
n
t
 
d
e
v
o
t
i
o
n
 

(
p
.
 
1
9
1
)

岩
本

訳

「
ま
た
前
世

に
於
け

る
関
係
に
ま

つ
わ

る
物
語
を
聴
き
」

(
『
法
華
経
』
(
中
)
九
三
頁
)

(
3
)
ケ

ル
ン
訳
 
A
n
c
i
e
n
t
 
D
e
v
o
t
i
o
n
 
o
f
 (
p
.
3
7
6

章

題
)
,
 
本
文
中

で
は
O
h
a
p
t
e
r
 
o
f
 
t
h
e
 
A
n
c
i
e
n
t

B
h
a
ish
a
g
y
a
r
g
a
 

(
p
p
.
 
3
8
9
,
 
3
9
1
,
 
3
9
2
)

と
す

る
。

岩
本
訳
《

「
バ
イ
シ

ャ
ジ
ヤ
=

ラ
ー
ジ

ヤ
の
前
生

に
於
け
る
関
係
」

の
章
》

(
『
法
華
経
』
(
下
)

二

一
一
頁
)
。
但
し
本
文
中
で
は

《

…

の
前
世
の
関
係
し
と

い
う
章
》
と
も
訳
し
て
い
る

(
二
〇

五
、

二
〇

七
、

二

一
一
頁
)
。

(
4
)
ケ

ル
ン
訳

は
単
に
A
n
c
i
e
n
t
 
D
e
v
g
i
o
n
 

(
p
.
 
4
1
9
)

を
章
題
と
す

る

が
、

註
記
に
は
、
「
む
し
ろ
a
m
c
i
e
n
t
 
h
i
s
t
o
r
y

」
と
す
る
。
私
見

に

よ
れ
ば
、

註

記
の
訳
語

の
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。

岩
本
訳

「
シ

ュ
バ
(
ヴ

ュ
ー

ハ
王

の
前
生

に
於

け
る
関
係
」
(
下
、

三

一
五
頁
)

(
5
)
ケ

ル
ン
訳
a
m
c
i
e
n
t
 
c
o
u
r
s
e
 

(
P
.
 
1
9
2
)

岩
本
訳

「
前
世
か
ら

の
関
係

に
基
づ
く
修
行
」
(
中
、

九
三
頁
)

(
6
)
 E
.
 
B
u
r
n
o
u
f
,
 
L
e
 
L
o
t
u
s
 
d
e
 
B
o
n
n
e
 

は
未
見
。

B
H
S
D

に
ょ
る
。

(
7
)

一
の
註

(
2
)

(
三
三
頁
上
)
参
照
。

五
、

大

乗

経

典

に

お

け

る

用
例

そ

の

二
、
S
a
m
a
d
h
i
r
a
s
u
t
r
a
(
月

燈

三
昧

経

)

s
a
m
a
d
h
ir
a
a
s
u
t
r
a
 
(
N
.
 
D
u
t
t
 
(
e
d
)
,
 
G
i
l
g
i
t

V
o
l
.
 
2
,
 

以

下
S
R

と

略
記

)
、
(漢
訳

『
月

燈

三

昧
経

』

(
十

巻
、

那

(
1
)

連
提
耶
舎
訳
、
大
十
五
)
は
、
法
華
経
ほ
ど
古

い
経
典
で
は
な

い
。
ま

た
そ
の
漢
訳

お
よ
び

六

・
七
世
紀
の
ギ

ル
ギ

ツ
ト
写
本

(
C
)

に
は

p
u
r
v
a
y
o
g
a

の
語
は
少
な
い
が
、

増
広

さ
れ
て
い
る

ネ
パ
ー
ル
写
本

(
A
、
B
)

と
チ
ベ
ッ
ト
訳

(影
印
北
京
版

N
o.
 
7
9
5
,
 
v
o
l

東
北

N
o
.
 
1
2
7
)

に
は
そ
の
語
が
多
く
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
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と
く
に
古

い
材
料
と
は
い
え
な
い
が
、
用
例
が
多
い
と
い
う
点
で
、

一

考
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

S
R詞

に
は
p
u
r
v
a
y
o
g
a
の
語
が
十
八
回
く
ら
い
用

い
ら
れ
て
い
る

が
、
そ

の
中
の
二
回
を
除
い
た
、
他

の
十
六
回
は
、
章

の
名
称
、
物
語

の
題
名

に
関
連
し
て
い
る
。
い
ま
S
R

の
章
の
順
序

で

一
々
指
摘
し
、

そ
の
指

示
す
る
内
容
を
も
見
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
第

二
章
は
そ
の
冒
頭
に

『
そ

の
と
き
実
に
世
尊
は
月
光
童
子
に
、
ま
さ
に
こ
の

(次
の
よ
う

な
)
「過
去
の
因
縁
め
章
」

(
p
u
r
v
a
y
o
g
a
p
a
r
i
v
a
r
t
a
)

を
、

一
層

大
が
か
り
に
、
詩
句
を
う
た
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
詳
細
に
説
き
明
か

し
た

の
で
あ

っ
た
』
(p
.
 2
5
2
-
4
)

と
い
う
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
p
u
r
v
a
y
o
g
a

を
必
ず

sn
on
 
b
y
u
n
-
b
a

(
過
去
に
起

っ
た
こ
と
、
v
o
l
.
 
3
1
.
 

p
.
 
2
5
7
e
7
=
f
o
l
.

9
a
7
)と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
漢
訳
は
単
に

「爾
時
世
尊
而
説
偶
言
」

(大

一
五
、
五
五

一
上
)
と
い
う
の
み
で
、
p
u
r
v
a
o
g
a
に
あ
た
る
語

が
な
い
。
最
後
に
あ
げ
る
例
を
除
い
て
、
漢
訳
に
は
こ
の
語
に
あ
た
る

訳
語
を
欠
く
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
章
の
終
り
の
尾
題
に
は

i
ti
 
S
r
i
s
a
m
a
d
h
i
r
a
j
e
 
S
a
l
e
n
d
r
a
r
j
a
 

d
v
i
t
i
y
a
h
 

(
p
.
 
3
2
1
5
)

(以
上
聖
三
昧
王

(経
)
に
お
け
る

娑
羅
樹
王

(仏
)
の
過
去
の
因
縁
の
章
と
い
う
第
二

(章
))

と
い
う
が
、

A
、
C
写
本
で
は
s
a
l
e
n
d
r
a
r
a
j
a
p
a
r
i
v
a
r
t
a
h

(p
.
 
3
2
 
n
.
 
7
)

と

い

い
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
も
 
S
a
-
l
a
h
i

r
g
y
a
l
-
p
o
h
i
 
l
e
h
u
-
s
t
e
 
g
n
i
s
-
p
a
h
o
 

(p
.
 
2
7
6
c
5
-
6
=

fo
l
.
 

と

い
っ
て
、
A
、
C
写
本
に

一
致
す
る
。
漢
訳

に
は
相
当
部
分
が
な
い
。

さ
て
、
と
に
か
く
、
こ
の
第
二
章

の
内
容

を
p
u
r
v
a
y
o
g
a
p
a
r

と
呼
ぶ
所
伝
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
を
見
よ
う
。

昔
、
看
闊
山
に
居
ら
れ
、

こ
の
三
昧
を
説
か
れ
た
諸
仏

の
最
後

の
娑

羅
樹
王

(
S
a
l
e
n
d
r
r
r
a
j
a

以
下
固
有
名
詞
は
那
連
提
耶
舎
訳
に
よ
る
)

仏
の
と
き
に
、
私

(
=
釈
尊
)

は
毘
沙
護
達

(
B
h
i
s
m
g
t
a
r
a
)

と
い

う
王
で
あ
っ
た
。
多
く
の
精
舎
を
作
り
、
仏

に
供
養
を
な
し
、

こ
の
三

昧
を
求
め
、
後
に
出
家
し
て
、
こ
の
三
昧
を
問
い
、
こ
の
三
昧
の
こ
の

章
を
受
持
し
た
。

こ
の
三
昧
を
求
め
て
、
手
、
頭
、
妻
、

子
、
財
宝
、

食
物
を
捨
施
し
た
。

こ
の
あ
と
に
、

こ
の
三
昧
を

得
る
人
の
条
件
を
示
し
、

こ
の
三
昧

を
受
持
す
る
功
徳
を
記
し
、
こ
の
三
昧

の
受
持
を
勧
め
る
。
し
か
し
、

p
u
r
v
a
y
o
g
a

の
内
容
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
前
半
の
過
去
物
語
で
あ
ろ

P
u
rv
a
y
o
g
a

(
過
去

の
因

縁

)
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う
。
S
R

で
は
こ
の
語
に
は
、

過
去
の
出
来
事
、
物
語
と
と
も
に
、
と

く
に

「
こ
の
三
昧
」
(
こ
の
経

の
主
題
と
な
る
三
昧
)

の
受
持
が
語
ら

れ
る

の
で
あ
る
。

第

五
章

の
中
間
に
も
、

前
記
の
第
二
章
初

と
ほ
ぼ
同
じ
文
が
あ
っ

て
、

以
下
の
詩
句
に
説
く

部
分
を

予
想
し
て
p
u
r
a
y
o
g
a
p
a
r
i
v
a
r
t

(p
.
 
6
2
1
6
)

と

い
っ
て
い
る
。

昔
、
声
徳
(
G
h
o
s
a
d
a
t
t
a
)

仏
が
出
現
し
た
と
き
に
、
大
力
(
M
a
h
a
b
a
l
a
)

王
と
堅
固
力

(
D
r
d
h
a
d
a
l
a
)

王
と
が
あ

っ
て
、
大
力
王
は
財
施
を
も

っ
て
供
養
す
る
が
、
仏
は
法
供
養
11
修
行
を
教
え
る
。
こ
こ
に
、
王
は

春
属
と
と
も
に
出
家
し
、
仏
は
こ
の
三
昧
を
説
い
た
。

の
ち
に
大
力
王

は
智
勇

(
q
n
a
n
a
s
u
r
a
)

如
来
と
な
り
、
彼
の
諸
春
属
は
同
じ
名
の
堅

固
大
精
進

(
D
r
d
h
a
s
u
r
a
)

仏
と
な

っ
た
。

な
お
、
経
は
、

こ
の
経

の
受
持
を
勧
め
る
こ
と
を
も

っ
て
こ
の
章
を

お
え
る
。

第

八
章

の
は
じ
め
の
散
文
の
部
分
の
終
り
に

(詩
句
の
部
分
の
直

前
に
)
、
A
、

B
写
本
及
び
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
、

以
下
の
詩
句
の
内
容
を(

2
)

予
想

し
て
、
p
u
r
v
a
y
o
g
a
p
a
r
i(過
去
の
因
縁

の
章
)

と
い
う

(
p
.
 
9
1
 
N
.
 
1
)
。

昔
、
無
所
有
起

(
A
b
h
a
v
a
s
a
m
u
d
g
a
t
a
)

仏
が
あ
ら
わ
れ
た
と
き
、

大
悲
思
惟

(
[M
a
h
a
]
 
k
a
r
u
n
a
c
i
n
t
i
n
)

王
子
は
、

こ
の
三
昧
を
聴

い

て
出
家
し
、

の
ち
に
、
善
思
議

(
S
u
c
i
n
t
i
t
a
r
t
h
a
)

仏
と
な

っ
た
。

こ
の
物
語
は
す
で
に
そ
の
前
の
散
文
の
部
分
に
も
説
か
れ
て
い
た
も

の
で
あ

っ
た
が
、
更
に
詩
句
に
要
約
し
て
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

第
十
六
章
は
P
u
r
v
a
y
o
g
a
p
a
r
v
a
r
t
a
 

(p
.
 
2
1
4
5
)と
い
う
が
、
A
、

B
写
本
及
び
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
冠
し
て
い
る
、
は
じ
め
の
散
文

の
終
り
に

も
、
次
の
詩
句

の
内
容
を
指
示
し
て
、

p
u
r
v
a
y
o
g
a
k
a
t
h
a
n
i
r
d
e
s
a
 

(
p
.
 
2
0
6
 
n
.
 
1
)
 

(
s
n
o
n
-
b
a
h
i

g
ta
m
 
b
s
t
a
n
-
p
a
,
 
v
o
l
.
 
3
1
 
p
.
 
3
9
4
e
3
 

(過
去
の
因
縁

の
話
の
説
示
)

と
い
う
。
ま
た
次

の
第
十
七
章
初
の
散
文

(
A
、
B
写
本
)
に
も

p
u
r
v
a
y
o
g
a
k
a
t
h
a
p
a
r
y
a
v
a
s
a
n
e
 

(p
.
 
2
1
5
 

n
.
1
)(過
去
の
因
縁
の

話
の
終
り
に
)

と
い
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
第
十
六
章

の
内
容
を
指

す
の
で
あ
る
。

さ

て
、
そ
の
内
容
は
こ
う
で
あ
る
。

昔
、
師
子
憧

(
S
i
m
h
a
d
h
v
a
j
a
)

仏
の
と
き
に
、
私

(釈
尊
)
は
酷

慧
(
M
a
t
i
)と
い
う
王
子
で
あ

っ
た
が
、

不
治
の
病
に
か
か

っ
た
。
そ
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の
と
き
、
師
で
あ

っ
た
賢
施

(
B
r
g
m
a
d
a
t
t
a
)

法
師
は
、
私
に
こ
の

三
昧
を
説

い
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
私
は
諸
法
の
自
性
を
悟

っ
て
、
そ

し
て
病
気
も
な
お
っ
た
。
そ
の
比
丘
は
の
ち
に
然
燈

(
D
i
p
a
m
k
a
r
a
)

仏
と
な

っ
た
。

経
は
さ
ら
に
、

こ
の
三
昧
の
受
持
を
命
じ
、
後

の
世
に
お
け
る
比
丘

た
ち
の
堕
落
を
語

っ
て
、
彼
ら
を
信
ぜ
ず
、
修
行
を
堅
固
に
す
る
こ
と

を
勧
め
る
。
し
か
し
、
「過
去

の
因
縁
」

と
い
う
べ
き
も
の
は
、

そ
の

前
半
で
あ
ろ
う
。

第
十
七
章
で
も
、

そ
の
主
要
部
を
な
す
詩
句
の
前
に
、

そ
の
内
容
を

指
示
し

て
、
p
u
r
v
a
y
o
g
a
k
a
t
h
a
n
i
r
d
e
s
a
 

(p
.
 
2
2
0
8
-
9
)

(
過
去
の
因
縁

の
話
の
説
示
)
と
い
い
、
続
く
詩
句
で
は
、
過
去
の
諸
の
仏
の
名
を
あ

げ
、
釈
尊
は
こ
の
諸
仏
に
供
養
し
た
と
い
う
。

こ
こ
で

A
、
B
写
本
及
び

チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
、

再
度
散
文
を
挿
入

し
、
P
u
r
v
a
y
o
g
a
r
i
v
a
r
t
a
 

(
p
.
 
2
2
7
,
 
n
.
 

2
)
の
語
を
も

っ
て
、
以
下

の
詩
句

の
内
容
を
指
示
す
る
。

善
勝
音
王

(
N
a
r
e
n
d
r
a
g
h
s
a
)

仏

の
と
き
に
、
功
徳
力
(
S
i
r
i
b
a
l
a
)

(闘
釈
尊
の
前
生
)

と
い
う

王
が
あ
り
、

仏
前
に
い
た
り
、

こ
の
三

昧
を
き

い
て
、
春
属
と
共
に
出
家
し
た
。
王
は
後
に
死
ん
で
、
堅
固
力

(D
r
d
h
a
d
a
l
a
)

王
と
大
智
慧

(M
a
h
am
a
ti)
と
を
父
母
と
し
て
、
王

家
に
生
ま
れ
、
す
ぐ
に
、
仏
が
在
し
て
こ
の
三
昧
を
説
か
れ
る
か
ど
う

か
、
を
た
ず
ね
る
。
続

い
て
父
王
と
共
に
仏

前
に
い
た
る
。
父
王
は
、

こ
の
三
昧
を

聴

い
て
、

王
位
を
す
て
て

出
家
し
、

後
の
世
に
蓮
華
上

(P
a
d
m
o
t
t
a
r
a
)

仏
と
な

っ
た
。

王
と
共
に
出
家
し
た
人
た
ち
は
、

善
調
伏
智
上

(
A
n
a
n
t
a
j
n
a
n
o
t
t
a
r
a
)

仏

と
な

っ
た
。

そ
し
て
功
徳

力
は
私

(
=
釈
尊
)
で
あ
っ
た
。
私

(
=
釈
尊
)
は
長

い
間
努
力
し
、

こ
の
三
昧
を
求
め
た
。

以
上
が

「
過
去
の
因
縁
」

の
内
容
で
あ
ろ
う
。

第

二
十
章
に
も
そ
の
詩
句

の
部
分

の
直
前

に
、

p
u
r
v
a
y
o
g
a
k
a
t
h
a
n
i
r
d
e
s
a
 

(p
.
 
2
8
3
 
n
.
 
4
,
 

A
、

B
写
本
。

sn
on

b
y
u
n
-
b
a
b
s
t
a
m
-
p
a
,
 
v
o
l
 
3
1
.
 
p
.
 
3
0
2
c

と
い
っ
て
、
そ
の
内
容
を
指
示
す
る
。
そ
こ
で
は
、
過
去
の
因
陀
羅
幡

憧
王

(
I
n
d
r
a
k
e
t
u
d
h
v
a
j
a
r
a
j
a
)

仏
が
、

こ
の
寂
静
な
る
三
昧
を
説

い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
二
十

一
章
は
p
u
r
v
a
y
o
g
a
p
a
r
i
v
a
r
t
a
 

(p
.
 
2
9
5
1
1
)

と
い
う
が
、

そ
の
初
に
、
A
、
B
写
本
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
冠
す
る
散
文
の
終
り

P
u
rv
a
y
o
gq
a

(
過

去

の
因
縁

)
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に

も
、

p
u
r
v
a
y
o
g
a
k
a
t
h
a
b
a
n
d
h
a
 

(
p
.
 
2
8
7
 
n
.
 
1
)
 
(
s
n
o
n

g
t
a
m
-
g
y
i
r
g
y
u
d
,
 

p
.
 
3
0
2
e
5
=
f
o
l
.
 
7
6
b
5
)

(
過
去
の
因
縁

の
話
の

つ
な
が
り
)

を
説
き
あ
か
し
た
、
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
次
の
詩
句
に
い
う
も
の
で

あ
る
。

昔
、

二
人
の
長
者
の
子
が
あ

っ
て
、
と
も
に
出
家
し
て
森
に
住
み
、

説
法
師
と
な

っ
た
。
そ
し
て
狩
に
や

っ
て
来
た
王
に
説
法
を
す
る
。
後

に
悪

い
比
丘
た
ち
が
、
法
師
を
無
き
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
、
王
を
そ

そ
の
か
す
が
、
王
は
天
神
の
い
ま
し
め
に
よ

っ
て
思
い
止
ま
る
。
悪

い

比
丘
た
ち
は
王
の
弟
と
組
ん
で
、
法
師
を
攻
め
る
が
、
(龍
や
夜
叉
の
た

め
に
亡
ぼ
さ
れ
た
。

A
、
B
写
本
及
び
チ
ベ
ツ
ト
訳
に
よ
れ
ば
、
そ
の
法
師

の

一
人
は
然

燈
仏
、

一
人
は
私

(
=
釈
尊
)
で
あ
り
、
王
は
弥
勒
、
天
神
は
月
光
童

子
、

王
の
弟
は
提
婆
達
多
で
あ

っ
た
、
と
い
う
。

第

二
十
九
章
の
は
じ
め
に
も
、

と
い
っ
て
、
そ
の
内
容
が
詩
句
を
も

っ
て
示
さ
れ
る
。

昔
、
威
徳
衆
王

(
T
e
j
a
g
a
n
i
r
a
j
a
)

仏

が
、

こ
の
三
昧
を
説
か
れ
て

い
た
と
き
に
、
堅
固
徳

(
D
r
d
h
a
d
a
t
t
a
)

と
い
う
王
が
あ

っ
て
、
仏

前
に
い
た
り
、
こ
の
三
昧
を
聴
い
て
、
出
家
し
た
。
以
下
月
光
童
子

へ

の
説
明
が
続
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
王
は
私

(臼
釈
尊
)
で
あ

っ
た
こ

と
、
こ
の
す
ぐ
れ
た
三
昧
を
求
め
て
、
私

は
諸
仏
に
供
養
し
、
戒
を
ま

も
り
、
子

・
妻

・
頭

・
手
足

・
眼

・
財
宝
を
捨
施
し
た
こ
と
を
説
き
、

こ
の
三
昧
の
受
持
を
勧
め
る
。

(
3
)

第
三
十
四
章
に
は
、
智
力
(
J
n
a
n
a
b
l
a
)

王
の
王
女
智
意

(
J
n
a
n
a
-

V
a
ti)
が
、

そ
の
師
の
実
意

(
B
h
u
t
a
m
a
t
i
)

と
い
う
説
法
師
が
、
腫

物

の
た
め
に
、
死
に
瀕
し
た
と
き
に
、
王

の
夢
の
中
に
あ
ら
わ
れ
た
天

神

の
教
え
を
聞

い
て
、
自
分
の
身
体
の
肉
と
血
を
と
り
、
法
師
に
肉
を

食
べ
さ
せ
、
血
を
も

っ
て
法
師
の
腫
物
を
洗

っ
て
、
恢
癒
せ
し
め
た
と

い
う
話
で
あ
る
。

王
女

の
説
く
詩
句

の
後
に
、
A
、
B
写
本
及
び
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
、

散
文
を
挿
入
し
て
、
こ
の

(次
の
)

p
u
r
v
a
y
o
g
a
k
a
t
h
a
n
i
q
a
r
s
a
n
a
 

(
p
.
 
4
8
3
 
n
.
 
3
)

g
t
a
m
 
n
e
s
-
p
a
r
 
b
s
t
a
n
-
p
a
,
 
v
o
l
,
 
3
2
9
 
1
3
2
b
7
)

(
過
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去
の
因
縁
の
話
の
顕
示
)

を
詩
句
を
も

っ
て
説
き
明
か
し
た
、
と
い
う
。
そ
こ
で
は
、
布
施
の
中

で
、
身
体

(
の

一
部
)
を
施
す
の
が
、
す
ぐ
れ
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
を

説
き
、

そ
の
王
女
は
そ
れ
か
ら
死
ん
で
、
多
く
の
諸
仏
に
会

い
、
女
身

を
は
な
れ
て
、
説
法
師
比
丘
と
な

っ
た
。
さ
て
、
智
力
王
は
弥
勒
、
法

師
は
然
燈
仏
、
王
女
は
私

(
=
釈
尊
)
で
あ

っ
た
と
い
う
。

第
三
十
五
章
に
は
、
昔
、
善
花
月

(
s
u
p
u
s
p
a
c
a
n
d
r
a
)

法
師
が
、

多
く
の
菩
薩
た
ち
の
止
め
る
の
も
か
え
り
み
ず
、
都
に
出

て
法
を
説

い

た
が
、

勇
健
得

(
s
u
r
a
d
a
t
t
a
)

王

(
=
釈
尊
・の
前
生
)

の
た
め
に
惨

殺
さ
れ
、
時
に
王
は
俄
悔
し
て
法
師
を
葬
い
塔
を
作

っ
た
、
と
い
う
。

こ
の
あ
と
に
、
釈
尊
自
身
が
述
べ
る
詩
句
が
続
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の

直
前
に
、

A
、

B
写
本
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
、
p
u
r
v
a
y
o
g
a
k
a
-

th
an
ird
e
s
a
 
(p
.
 
5
2
.
 
n
.
 
1
)

を
説
き
明
か
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
釈
尊
自
身
が
昔
、
勇
健
得
王
で
あ
り
、
悪
業
を
な
し
た
こ

と
の
次
第
と
、
そ
の
俄
悔

の
気
持
を
述
べ
た
あ
と
に
、
善
花
月
は
蓮
花

上
仏
、

法
師
を
殺
す
の
に
手
を
下
し
た
者
は
寂
王

(
S
a
n
t
i
r
a
j
a
)

仏
で

あ

っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
三
十
七
章
初
の
散
文
の
終
り
に
は
、

『
そ
れ
か
ら
実
に
世
尊
は
、
そ
の
と
き
に
月
光
童
子
に
、
ま
さ
に
そ

の
意
味
を
明
ら
に
し
て
、
ま
さ
に
こ
の

(
以
下
の
)
過
去
の
因
縁
の

話
の
説
示

(
p
u
r
v
a
y
o
g
a
k
a
t
h
a
n
i
r
d
e
s
a
)

を
、
詩
句
を
歌
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
説
き
明
か
し
た
の
で
あ

っ
た
』
(
p
.
 
5
6
3
1
-
3
)

と
い
う
。

こ
こ
に
だ
け
は
漢
訳
相
当
文
も
あ

っ
て
、

「爾
時
世
尊
復
欲
レ顕
二
示
此
三
昧
功
徳
利

益
一
、説
二其
菩
薩
本
昔
所

行
二
、
亦
為
四
顕
二現
増
三
長
月
光
童
子
力

一故
、
説
二
己
本
縁

一
、以
二
偶

頚
二日
」
(巻
九
、
大
15
、
六
〇
九
中
九
-

一
一
)

と

い
う
。

こ
の

「本
縁
」
が
p
u
r
v
a
y
o
g
a
の
訳
で
あ
ろ
う
。
な
お
漢

訳
で
も
宋
、
元
、
明
本
お
よ
び
宮
本
で
は
、
こ
の
前
に

「本
因
品
第
五
」

(
大
15
、
六
〇
九
註
(
4
)
)と
い
う
が
、

こ
れ
は
p
u
r
v
a
y
o
g
a
p

の
訳
語
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
て
そ
の
内
容
は
こ
う
で
あ
る
。

昔
、
衆
自
在

(
O
a
n
e
s
v
a
r
a
)

仏
の
と
き
、

善
華

(
V
a
r
a

su
n
a
m
a
n
)王
は
仏
よ
り
こ
の
三
昧
を
聴

い
て
出
家
し
た
。
王
に
は
福
慧

(
P
u
n
y
am
g
i)
と
い
う
王
子
が
あ
り
、

称
光

(
y
a
s
a
p
r
a
b
h
a
)

と
い

う
比
丘
が
こ
の
三
昧
を
説
い
た
。
そ
の
比
丘
は
悪

い
比
丘
達
に
迫
害
さ

れ
る
が
、

よ
く
忍
び
、
忍
辱
の
力
に
よ

っ
て
諸
仏
が
あ
ら
わ
れ
る
の
だ

と
説

い
た
。
称
光
比
丘
は
釈
尊
で
あ
り
、
福

慧
王
子
は
弥
勒
、
善
華
王

は
蓮
花
上
仏
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
こ
の
後
、
童
子
に
対
す
る
説
法
が

P
u
rv
a
y
o
gq
a

(
過

去

の
因
縁

)
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蜜

教

文

化

続
く
。

以
上
S
R

に
お
い
て
、
過
去
の
出
来
事

・
物
語
に
関
し
て
、
p
薗
r<
甲

y
og
a

と
い
う
例
を
、

す
べ
て
見
た
。
も

っ
と
も
こ
の
語
の
多
く
は
、

後
に
増
広

・
付
加
さ
れ
た
部
分
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
。
し
か

し
過
去
世
物
語

そ
の
も
の
は
S
R

の
主
要
な
部
分

を
な
す
も
の
で
あ

る
。

そ
の
内
容
は
仏

の
前
生
話
を
中
心
と
し
、
過
去
世
に
お
い
て
も
、

こ
の
三
昧

(
S
Rの
主
題
)

が
説
か
れ
、
受
持
さ
れ
た
こ
と
に
、
関
心

が
は
ら
わ
れ
て
い
る
。
さ
て
、

そ
の
仏

の
前
生
物
語
で
は
、
S
R
で
も

S
P
と
同
様
に
、
j
a
t
a
k
a
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、

指
摘
し

て
お
く
。
S
P
で
は
j
a
t
a
k
aの
語
は
全
然
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

な
お

SQ窃
に
は
p
u
r
v
a
y
o
g
a
k
a
p
u
r
v
a
y
o
g
a
k
a
y
a
 

(p
p
.

b
y
u
n
-ba
-
l
a
 
m
k
h
a
s
-
p
a
,
 
v
o
l
.
 
3
2
d
2
)

と
い
う
語

が

あ

り
、

漢

訳

は

「
於

二
前

際

一
方

便

」

(
五

五

〇
中

七
)
、
「
前

際

善

巧

」

(
六

一
八
上

二

〇
)

で

あ

り
、

こ

れ

は
、

『
前

生

を

想
起

す

る

こ

と

と
多

聞

と

で
あ

る
』

(
p
.
 
6
3
5
)と

説

明

さ

れ

て

い
る

(
漢

訳

「
自

識

二
宿

命

二多

聞
故

」

大

15
、

六

一
八
上

二
〇

)
。

註

(
1
)
拙
稿

「
s
a
m
a
d
h
i
r
a
j
a
s
u
t
r

即

の
本
文
発
達
に

つ
い
て
」
(『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
第

14
巻
第
2
号
)
、
「
S
a
m
a
d
h
i
r
a
j
a
s
u
t
r
a

の
成
立

に

つ
い
て
」
(
同
第

16
巻
第

2
号
)
参
照
。

(
2
)
K
.
 B
eg
a
m
e
y
,
 
T
h
r
e
e
 
C
h
a
p
t
e
r
s

w
a
rs
z
a
w
a
 
1
9
3
8
,
 
p
.
 
7
0

に
は
、

th
is
 ch
a
p
te
r
 c
on
o
r
n
in
g
 th
e

a
n
c
i
e
n
t
 
t
i
m
e
s

と
訳
し
て
い
る
。

(
3
)
註

(
1
)

に
あ
げ

る
第

二
の
拙
論
参
照
。

六
、

大

乗

に
お

け

る

そ

の
他

の

用

例

p
u
r
va
y
o
g
a

(
過

去

の
因

縁

)

が
、

過

去

の
出

来

事

を

主

題

と

す

る

章

(
物

語

)

の
名

称
、

表

題

と

し

て
用

い
ら

れ

る
例

の
大

半

は
、
S
P
、

(
法
華

経

)

と
S
R

(
月

燈

三
昧

経

)

に
見

ら

れ

た
。

こ

こ

で
は

そ

の

類

例

を

更

に
も

と

め
、

次

に

こ

の
語

の
別

な

用

例

を

も

見

て
ゆ

こ
う
。

R
a
s
t
r
a
p
a
l
a
p
a
r
i
p
r
c
c
h
a
 

(
e
d
.
 
b
y
 
L
.

以

下
R
P

と
略

記
。

閣

那
堀

多

訳

『
大

宝

積

経
、

護

国

菩

薩

会

』
)

の

コ

ロ
フ

ォ

ン
に

は

(
p
.
 
6
0
5
-
6
)

i
t
i
 P
u
n
y
a
r
a
s
m
e
h
 
s
a
t
p
u
r
u
s
a
s
y
 
t
r
a
r
a
t
n
a
r
a

(
1
)

ja
m
 
s
a
m
a
p
t
a
m
 
=

(善
丈
夫
徳
光
の
過
去
因
縁
経
王
お
わ
る
。
)

a
r
y
a
r
a
s
t
r
a
p
a
l
a
p
a
r
i
p
r
c
c
h
a
 
n
a
m
a
m
a
h
a

p
tam

=

(聖
護
国
所
問
と
い
う
大
乗
経
お
わ
る
)

と
い
う
。

こ
の
最
初
の
名
称
に
対
し
て
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
漢
訳
も
な

い

が
、

僅
か
に
竺
法
護
訳

『徳
光
太
子
経
』
(宋
元
明
三
本
に
よ
れ
ば
頼
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咤
恕
羅
所
問
徳
光
太
子
経
)
の
経
名
が
、
そ
れ
に
近
い
。
し
か
し
R
P

第
二
章

は
p
u
r
v
a
y
o
g
a
(過
去
の
因
縁
)
に

ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
も

つ
。昔

、

吉
義

(
S
i
d
d
h
a
r
t
h
a
b
u
d
d
h
i
,
 

以
下
竺
法
護
訳
を
用
い
る
)
仏

が
出
現
し
た
と
き
、
頻
真
無

(
A
r
c
i
s
m
a
t
)

王
の
王
子
、
徳
光

(P
u
n
-

y
ar
a
s
m
i
)
は
、
王
宮
の
歓
楽
を
か
え
り
み
ず
、
仏
の
も
と
に
い
た
り
、

法
を
聴
き
、
後
に
仏

の
入
滅
後
に
は
、
宝
塔
を
作

っ
て
供
養
し
、
後
に

出
家
し

て
精
進
し
た
と
い
う
。
さ
て
王
は
無
量
寿
如
来
、

王
子
は
釈
尊

自
身
で
あ

っ
た
、
と
結
ぶ
の
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
も
仏

の
前
生
話
で

あ

っ
て
も

jatak
a
と
は
称
し
て
い
な
い
。
ま
た
R
P

第

一
章
末
に
は

仏

の
前

生
話
を
五
十
あ
げ
る
が
、
j
a
t
a
k
a
の
語
を

一
度
も
用
い
て
な
い

こ
と
は
、
注
意
す
る
に
足
る
よ
う
だ
。

『金
光
明
経
』
S
u
v
a
r
n
a
p
r
h
a
s
a
s
r
a
 

(ed
.
 
b
y
 H
.

p
.
 
1
1
5
 
(
J
.
 
N
o
b
e
l
,
 
S
u
v
a
r
n
a
b
h
s
u
g
b
e
i
p

S
.
 
1
2
5
)

に

は
、

『
こ

の
金

光

明

最

勝

王
経

か

ら
、

せ

め

て

一
つ

の
比
喩

(
e
k
a
d
r
s
t
-

a
n
t
a
)

で
も

明

ら

か

に

し
、

せ

め

て

一
つ
の
章

(
e
k
a
p
a
r
i
v
a
r
t
a
)

あ
る

い
は

一
つ
の
過
去
の
因
縁

(
e
k
a
p
u
r
v
a
y
o
g
a
)
、

あ
る
い
は
、

せ
め
て
四
句
の
偶
、

せ
め
て

一
句
で
も
、
金
光
明
最
勝
王
経
か
ら
、

(
2
)

他

の
衆

生

に
説

い
て
聞

か

せ

る
な

ら

ば

』

と

い
う
。

「
章

」

と

「
四
句

の
偶

」

の
中

間

に

挙

げ

ら

れ

て

い
る

か

ら
、

e
k
a
p
u
r
v
a
y
o
g
a
は

聖

典

の

一
節

と
考

え

ら

れ

る
。

そ

の
語

の
漢

訳

は

曇

無
識

訳

で
は

二

縁

」

(
大

一
六
、

三

四

六
上
、

三

八
九

上

)
、
義

浄

訳

で
は

「
一
昔

因
縁

」

(
大

一
六
、

四

四

〇
中

)

と

訳

さ

れ

て

い
る
。

チ

ベ

ッ
ト

訳

の
う

ち
、

漢

文

(
義

浄

訳

)
の
蔵

訳

と

伝

え

る
O
h
o
s
-
g
r
u
b

(
法

成

)

訳

(
影

印

北

京

版

N
o
.
 
1
7
4
)
で
は
、
s
n
o
n

r
g
y
u
d

g
c
ig

(
一
つ
の
過

去

の
話

の
連

が

り
、

V
o
l
.
 
7
.

1
1
9
b
2
)と
訳

す

が
、

他

の

二
本

(
影

印

北

京

版

N
o
s
.
 
1
7
5
,
 
1
7
6
)

で

は

s
n
o
m

b
y
u
n
-b
a

(
過

去

に
起

っ
た

こ
と
、

V
o
l
.
 
7
.
 
p
.
 
6
0
d
5

(
3
)

a
5
,
 
p
.
 
9
0
c
5
=
f
o
l
.
 
3
5
b
)

と
訳
し
て
い
る
。

さ
ら
に
同
経
ノ
ー
ベ
ル
刊
本
の
第
十
七
章
は

J
a
l
a
v
a
h
a
n
a
s
y
a
 
m
a
t
s
y
a
v
a
i
n
e
y
a
 
(
p
.

2
0
1
8
-
9
)

(流
水

(長
者
)
の
魚
教
化
と

い
う
過
去
因
縁
の
章
)

と
い
う
。
も

っ
と
も
泉
刊
本

(p
.
 
1
8
4
)

に
は
p
u
r
v
a
y
o
g
a

の
語
を
欠

き
、
漢
訳
で
も

「流
水
長
者
子
品
」
(曇
無
識

訳
)
、
「長
者
子
流
水
品
」

(義
浄
訳
)
と
い
う
。
し
か
し
法
成
訳
以
外
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
二
本
と
も

O
h
u
-
h
b
e
b
s
-
k
y
i
s
g
d
u
l
-
b
a
h
i
h
i
n
 

k
y
is
 
n
a
 
b
t
u
l
-
b
a
h
i
s
n
o
n
-
b
y
u
n
-
b
a

(
影

印

北

京

版

V
o
l
.
 
7

P
u
rv
a
y
og
a

(
過

去

の

因
縁

)
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教

文

化

(
4
)

c
3
,
 
9
8
a
2
)

と
い
っ
て
、
ノ
ー
ベ
ル
刊
本
に

二
致
す
る
。
そ
の
内
容
は
、

昔
、

流
水
長
者

(釈
尊
の
前
生
)
が
衆
生
の
病
苦
を
救
い
、
ま
た
枯
澗

し
た
池
の
魚
群
の
た
め
に
水
を
運
び
、
食
物
を
与
え
て
、
魚
を
救

い
、

さ
ら
に
魚
の
た
め
に
宝
勝
仏

の
名
を
称
説
し
、
十
二
因
縁
を
説

い
て
教

え
た
と
こ
ろ
、
後
に
魚
は
そ
の
た
め
に
切
利
天
に
生
ま
れ
た
と
い
う
の

で
あ

る
。
な
お
、

こ
の
経
で
も
仏
の
前
生
話
を
ジ

ャ
ー
タ
カ
と
は
称
し

て
い
な
い
。

以

下
に
お
い
て
、

直
接
過
去
物
語
の
題
名
と
関
係
の
な
い
P
u
r
v
a
-

y
og
a
の
用
例
を
見
よ
う
。

般
若
経
類
で
は
、
P
a
n
c
a
v
i
m
s
a
h
a
s
r
i
k
a

(
e
d
.
 by
 
N
.
 
D
u
t
t
)
 
p
.
 
3
0
1
2
,
 
S
a
t
a
s
a
h
a

(
e
d
.
 by
 
P
.
 
G
h
o
s
a
)
 

p
p
.
 
9
7
9
,
 
1
5

に

『
か
の
諸
仏
世
尊

の
過
去

の
因
縁
を
伴
う
菩
薩
行

(
p
u
r
v
a
y
o
g
s
a

h
a
g
a
t
a
 
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
c
r
y
a
 
g
y
i
s
b
y
o
r
-
b
a
d
a
n

p
a
h
i

b
y
a
n
-c
h
u
b
-s
e
m
s
-d
p
a
h
i
s
p
y
o
d
-p
a
)

を

想

起

憶

念

し

よ

う

(
5
)

と

欲

し

て
』

と
い
う
。

但
し
こ
の
漢
訳
と
し
て
は

『
大
品
般
若
』
(大
八
、
二
二
〇

中
)

で
も

『
大
般
若
』
(大
五
、

一
五
中
)

で
も
訳
さ
れ
て
い
な
い
。

『華

厳

経
』

の
中
で
は
G
a
n
d
a
v
y
u
h
a
 
S
u
t
r
a

S
u
z
u
k
i
 
a
n
d
 
H
.
 
I
d
z
u
m
i
,
 

以
下
G
V

と
略
記
)

に
こ
の

語
が
多
く

見
い
だ
さ
れ
る
。
ま
ず
そ
の

p
.
 
5
2
6に
、

諸
菩
薩
が
世
尊
に
懇
請
す
る

語
に
、
『
菩
薩
の
諸

の
過
去
の
因
縁

の
大
海

(
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
p

s
a
m
u
d
r
a
,
 
b
y
a
n

-
c
h
u
b
-
s
e
m
s
 
d
p
a
h
i
 
s
n
o
n
-
g
y
i
s
b
y
i
r

m
tsh
o)
を
示
さ
れ
よ
』

と
い
う
。

こ
こ
で
は

次
に
成
道
、

転
法
輪
等
を
あ
げ
て
、

仏
伝
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
右

の
文
は
仏

の
前
生
を
暗
示
す
る
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
も
し
そ
れ
を

一
々
示
す
な
ら
ば
、
す
で
に
見
た
よ
う
な
、

過
去
の
出
来
事
を
主
題
と
す
る
物
語
と
な

る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
右
の
漢

訳
と
し
て
は
、

仏
駄
践
陀
羅
訳

『
六
十
華
厳
』
(大
九
、
六
七
七
上
)

に
は
、
「菩
薩
本
生
海
」
、
実
叉
難
陀
訳

『
八
十
華
厳
』
(大

一
〇
、

三

二
〇
上
)
に
は

「往
昔
所
有
本
事
因
縁
」
、
般
若
訳

『
四
十
華
厳
』
(大

一
〇
、
六
六
二
上
)
に
は
「
往
昔
所
集
無

量
本
事
相
応
行
海
」
と
い
う
。

(
6
)

そ
し
て
p
u
r
v
a
y
o
g
a
s
a
m
u
d
r
a

の
語
は
頻
出
し
、
そ
の
漢
訳
と
し
て

(
7
)

は
右

の
外
に
、
実
叉
難
陀
訳
お
よ
び
般
若
訳
に
は

「本
事
海
」
と
い
う
。

ま
た
単
に
p
u
r
v
a
y
o
g
a
s
a
m
u
d
r
a

と
い
う
場
合
も

あ
り
、
(
p
.
 
2
4
8
1
2
,
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そ
の
漢
訳
と
し
て
は
仏
駄
践
陀
羅
訳
は

「本
事
」
(大
九
、
七
二
五
中
)
、

他
は

「相
応
事
」
(大

一
〇
、

三
七
五
上
、

七
四
四
下
)

と
い
う
。

ま

た
p
u
r
v
a
y
o
g
a
s
a
m
p
a
d
 

(p
.
 
4
1
8
1
,
 

過
去
の
因
縁
の
成
就
)

に
対
し

て
は
、
「本
生
」
(仏
駄
践
陀
羅
訳
、
大
九
、
七
五
九
下
)
、「本
縁
」
(実

叉
難
陀
訳
、

大

一
〇
、

四

一
一
中
)
、
「本
生
因
縁
」
(般
若
訳
、
大

一

〇
、

七
九
四
上
)
の
訳
語
が
あ
て
ら
れ
る
。

ま
た
、
菩
薩
の
形
容
と
し
て
の
P
u
r
v
a
y
o
g
a
s
a
m

過
去

の
因
縁
を
成
就
し
て
い
る
、
具
足
し
て
い
る
)
は
、
方
便
道
(仏
駄

践
陀
羅
訳
、
大
九
、

六
九
六
下
)
、
方
便
具
足

(実
叉
難
陀
訳
、
般
若

訳
、
大

一
〇
、
三
四
二
上
、
六
九

一
下
)
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場

合
に
は
、
過
去

の
因
縁

(あ
る
い
は
前
生
の
行
為
)
の
も

つ
力
、
功
徳

を
主
に
指
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し

こ
こ
で
も
、
「
過
去

の
因
縁
」
を
も
し
具
体
的
に
語
り
う
る
と
す
れ
ば
、

一
種
の
過
去
世
物

語
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

な
お
漢
訳
の
本
生
、
本
事
な
、
他
で
は
j
a
t
a
k
a
,
 
i
t
i
v
r
t
t
a
k
a

の
訳

語
と
考

え
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
G
V

で
は
p
u
r
v
a
y
o
g
a

の
語
を
好
ん
で
用
い
る
の
で
あ
る
。

論
書

の
中
で
は
B
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
b
h
u
m
i
 

(ed
.
 
b
y
 
U
.
 
W
o
g
ih
ara
)

p
.
 
6
7
に

『
彼
(菩
薩
)
は
そ
の
随
念
宿
住
智
に
よ
っ
て
、衆
生
を
し
て
仏
世
尊
に

対
す
る
浄
信
を
生
ぜ
し
め
ん
が
た
め
と
、
恭
敬
心
を
生
ぜ
し
め
ん
が

た
め
と
(世
俗
生
活
に
対
す
る
)厭
離
心
を
生
ぜ
し
め
ん
が
た
め
に
、

ジ

ャ
ー
タ
カ
(
本
生
、
即
ち
)過
去
の
菩
薩
行

・
最
高
未
曽
有
な
る
行

を
、
種
々
様
々
に
説
き
明
か
す
。
ま
た
衆

生
の
業
果
の
異
熟
に
つ
い
て

は
、
過
去
の
因
縁
に
ち
な
む
本
事

(
i
t
i
v
r
t
t
a
k
a
 
p
u
r
v
a

(
8
)

sa
m
y
u
k
t
a
)

を
(説
き
)
、常
見
あ
る
も
の
、即
ち
前
際
(過
去
の
際
限
)

を
分
別
す
る
常
見
論
者

・
一
分
常
見
論
者

の
常
見
を
滅
す
る
』

と
い
う
。

右

の
問
題
の
語
は
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は

s
n
o
n
-
g
y
i

d
a
n
-
d
a
n
-
p
a
h
i
 
d
e
-
l
t
a
-
b
u
 
b
y
u
n
-
b
a

(
影
印
北
京
版
v
o
l
.
 
1
1
0
.

1
4
9
d
6
=
f
o
l
 
4
3
 
b
6

で
あ
る
が
、

漢
訳

で
は
玄
奨
訳

『愉
伽
師
地

論
』
巻
三
七

(大
三
〇
、
四
九
四
上
)
に
、
「先
世
相
応
」
と

い
う
の
が

p
u
r
v
a
y
o
g
a
s
a
m
y
u
k
t
a

の
訳
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
、
十
二
部
経
の
「本
事
」
(
i
t
i
v
r
t
a
k
a
,
 

過
去
世
物

語
)
の
説
明
と
し
て
p
u
r
v
a
y
o
g
a

が
言

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ

れ
に
関
連
し
て
、
B
o
d
h
i
c
a
r
y
a
v
a
t
a
r
a

p
.
 
3
3
9
1

に
、
S
u
p
u
s
p
a
c
a
n
d
r
a
s
y

(善
花
月

〔法
師
〕

本
事
に
)
と
い
っ
て
、

乙Q窃

第
三
十
五
章

に
言
及
す
る
。
S
R
第
三
十

P
u
r
v
a
y
o
g
q
a
 

(
過

去

の
因

縁
)

-57-



蜜

教

文

化

五
章

は
A
、
B
写
本
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
p
u
r
v
a
y
o
g
a
k
a
t

(
S
R
.
 
p
.
 
5
2
6
 
n
.
 
1
)

と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

(
9
)

こ

こ
で
、

大

乗

経

典

(
S
R
)
で

は
、

十

二
部

経

に

あ

る

i
t
i
v
r
t

の
名

称

を
使

わ

な

か

っ
た
が
、

論

書

(
註

釈

書

)

で

は
用

い
て

い
る
、

と

い
え

よ
う
。

一証

(
1
)
J
.
 
E
n
s
i
m
k
,
 
T
h
e
 
Q
u
e
s
t
i
o
n
 
o
f

5
9
,
 
(
英
訳
)
 T
h
u
s
 th
e
 k
im
g
 of
 jew
e
l
s

な
お

こ
の
経
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
R
a
s
t
r
a
p
a
r
i

立

に
つ
い
て
」
(
『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
第
十
七
巻
第

二
号
)
参
照
。

(
2
)
 
J
o
h
a
n
n
e
s
 
N
o
b
e
l
,
 
S
u
v
a
r
n
a
p
r
a
b

b
u
ch
 
T
i
b
e
t
i
s
c
h
-
D
e
u
t
c
h
-
S
a
n
s
k
i
t
 に
は

s
n
o
n
-
b
y
u
n
-
b
a
,
 
f
r
u
h
e
r
e
s
 
G
e
s
c
h
e
h
n
i
s
,
 

と
い
い
、

「
過
去
の
出
来
事
」

と
解
し
て

い
る
。

(
3
)

(
4
)
 
J
.
 
N
o
b
e
l
 

前

掲

書

p
.
 
1
5
3
2
5
-
2
6

(
5
)
 E
.
 
C
o
n
z
e
,
 
M
a
t
e
r
i
a
l
s
 
f
o
r
a
d
i
o
n
a
r
y

p
a
r
g
mh
ita
 
L
i
t
e
r
a
t
u
r
e
,
 
T
o
k
y
o
 
1
9
6
7
,
 

の
指

摘

に

よ

る
。

彼

は

p
u
r
v
a
-
y
o
g
a
-
s
a
h
g
a
t
a
,
 
T
o
k
y
o
 
w
i
t
h
 
t
h
e
i
r

と

解

す

る
。

な
お
P
a
n
c
a
v
i
m
s
a
t
i
 
p
.
 
3
0
1
2
 

に

は
 
b
od
h
isg
ttv
a
ta
m

と
あ
る
が
、

チ
ベ

ッ
ト
訳
お
よ
び
S
a
t
a
s
a
h
a
s
r
i
k
a

に
よ

っ
て
訂

正

す

る
。

チ
ベ

ッ
ト
訳
は

『
影
印
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
』
v
o
l
,
 

1
8
,
 
p
.

5
5
a
5
=
fo
l
.
 
3
7
a
5
,
 
v
o
l
.
 
2
6
a
2
,
 
4
=を
見
よ
。

な
お
s
n
o
n
-
g
y
i
s
b
y
o
-
b
a

冨

は

「
過
去

の
つ
な
が
り
」

の
意
味

で
あ

る
。

(
6
)
 5
2
6
,
 
1
6
1
,
 
4
,
 
5
,
 
7
,
 
8
,
 
3
7
1
8

29
0
1
1
,
 
4
2
5
4
 
y
o
g
a
m
e
g
h
a
 
9
1
1
7
,

9
,
 
1
6
,
 
2
4
,
 
9
3
5
,
 
1
3

(
7
)
 
(
実
叉
難
陀
訳
)
大

一
〇
、

三
二
二
中
、

三
七

一
中
、

三
八
〇
中
、

三
八
七
上
、
(
般
若
訳
)

大

一
〇
、

七
四

一
上
、

七

五

一
上
、

七
五

九
中

(
8
)
宇
井
伯
寿

『
梵
漢
対
照
菩
薩

地
索

引
』

六

七
頁

に
は

「
過
去

の
修
習

と
結
合
せ
る
本
事
経
」
と
訳
し
て

い
る
。

但
し

そ
の

「
単
語
」

の
部

に

「過
去
の
朝
と
結
合
せ
る
、
y
o
ga
は
煩
悩

の
異
名
と
し
て
の
範

と
考
え
た
」
と
説
明
す
る
が
、
適
切
で
な
い
。

(
9
)
前
田
恵
学

『原
始
仏
教
聖
典
の
成
立
史
研
究
』
(
昭
和
39
年
)

第
二

編
参
照
。
(
こ
れ
は
九
分
十
二
分
教

に
つ
い
て
の
集
大
成
で
あ
る
。)

七
、
p
u
r
v
a
g
aの
語
義

(
総
括
)

以
上
、
p
u
r
v
a
y
o
g
a

の
用
例

を
な
る
べ
く
多
く
挙
げ
て
、

そ
の
漢

訳
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
お
よ
び
近
代
語
訳
を
も
参
照
し
て
き
た
。
す
で
に
以

上
に
よ

っ
て
、
こ
の
語
の
示
す
意
味
も
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
今
こ
こ
に
そ
の
語
義
に

つ
い
て
要
約
し
た
い
。
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ま
ず

こ
の
語
の
漢
訳
お
よ
び
チ
ベ

ッ
ト
訳
語
を
整
理
し
て
み
る
と
、

ほ
ぼ
次

の
二
種
と
な
る
。

一
、
往
古
、

古
世
事

(
竺
法
護
訳
)
、
本
事

(鳩
摩
羅
什
、

実
叉
難

陀
訳
)
、
本
生

(仏
駄
践
陀
羅
訳
)
、
前
際

(那
連
提
耶
舎
訳
)
、
先

世

(玄
楽
訳
)
、
s
n
o
n
 
b
y
u
n
-
b
a
 

(過
去
に
起

っ
た
こ
と
、
S
R
)
、

sn
o
n
-
g
y
i
 
t
s
h
u
l
 

(
過
去

の
在
り
方
、
B
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
b
h
u
m
i
)

二
、
本
事
因
縁

(実
叉
難
陀
訳
)
、
本
縁

(実
叉
難
陀
、

那
連
提
耶
舎

訳
)
、
本
生
因
縁

(般
若
訳
)
、
宿
世
因
縁
之
事

(鳩
摩
羅
什
訳
)
、

縁

(曇
無
識
訳
)
、
昔
因
縁

(義
浄
訳
)
、
s
n
o
n
-
g
y
i
 
s
b
y
o
r
-
b
a

(過

去
の

つ
な
が
り
、
S
P
,
 
G
V
.
)
、
s
n
o
n
-
g
y
i
 
g
t
e
-
m
a
 
r
g
y
u
d

(過
去

の
話

の
つ
な
が
り
、
影
印
北
京
版

N
o.
 
1
7
4
、
s
n
o
n
-
g
y
i
 
g
t
e
-
m
a
 
r
g
y
u
d

私
は
上
来

一
貫
し
て

「過
去
の
因
縁
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
て
き
た

が
、

そ
れ
は
右
の
第
二
の
訳
語
群
に
類
す
る
こ
と
に
な
る
。
も

っ
と
も

「因
縁
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
が
曖
昧
で
あ
る
の
で
、
説
明
を
要
し
よ

(
1
)

う
。
ま
た
原
語
の

y
o
g
aの
語
が
多
義
で
あ
る
こ
と
が
、

こ
の
語
の
解

釈
を
困
難
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
の
s
b
y
o
r
-
b
a

は
、

y
o
ga

の
原
意

「
む
び
つ
け
る
こ
と
、

つ
な
ぐ
こ
と
」
に
対
応
す
る
。

p
u
r
v
a
y
o
g
a
の
原
意
は
、
「あ
る
過
去
の
出
来
事

(行
為
)
が
あ

っ
て
、

そ
れ
が
何
ら
か
の
意
味
で
現
世
に
つ
な
が
り
を
持

っ
て
い
る
こ
と
」
を

表
わ
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「過
去
の
因
縁
」

も
そ
う
い
う

意
味
で

用
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
意
味
は
p
o
r
v
a
y
o
g
a
の
用
例

の
す

べ
て
に
あ
て
は
ま
る
、
と
考
え
る
。
次
に
こ
の
語
の
用
例
と
し
て
は
、

「過
去
の
因
縁
」
の
物
語
、
す
な
わ
ち
過
去
世
物
語
を
中
心
と
す
る
題
名

と
し
て
、
経
典
の
章
節

の
名
称
を
構
成
し
て

い
る
場
合
(
-
p
u
r
v
a

-p
a
r
i
v
a
r
t
a
,
 
-
k
a
t
h
a
,
 
-
k
a
t
h
a
n
i
r
d
e
s
a
,

と
、
「過
去
の
因
縁
」
・
過
去
世

に
お
け
る
行
為

あ
る
い
は
、

と
く
に

そ
の
力

(影
響
)
、
功
徳
を
も
示
唆
す
る
よ
う
な
場
合

(
p
u
r

sa
m
u
d
ra
,
 
-
c
a
r
y
a
;
 

-s
a
m
p
a
n
a
,
 
-
S
a
m
p
a
d
,

M
v
)
と
に
二
分
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
前
者

の
場
合
に
も
、

そ

の
内
容
は
過
去
世
の
行
為
と
そ
の
力

(
影
響
)
を
語
る
の
で
あ
り
、
後

者
の
場
合
に
も
、
何
ら
か
の
意
味
で
過
去
世
物
語
を
予
想
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
し
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示
し
う
る
と
す
れ
ば
、
前
者
の
よ

う
な
物
語
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

p
u
r
v
a
y
o
g
a
と
称
せ
ら
れ
る
章
節

(過
去
世
物
語
)
が
、

大
乗
経

典
に
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
詳
し
く
見
た
。
そ
れ
は
仏
ま
た
は
菩
薩
の

前
生
物
語
で
あ
り
、
過
去
仏
の
登
場
す
る
物
語
で
あ

っ
た
。
他
方
、
仏

P
u
r
v
a
y
o
g
q
a

(
過

去

の
因

縁

)
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蜜

教

文

化

の
前
生
話
に
は

jatak
a
(本
生
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
過
去
世

物
語

に
は
a
v
a
q
a
n
a
(讐
喩
)
、
ま
た
は
i
t
i
v
r
t
t
a
k
a

(本
事
)
と
称

さ
れ
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三

つ
の
名
称
は
十
二
部
経
に
含

ま
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
上
に
見
た
諸
経

(
S
P
,
 
S
R
,
 
R
P
)

で
は
、
そ

れ
ら

の
名
称
を

敢
て
使
わ
ず
、
p
n
r
v
a
y
o
g
a

を
用
い
た
も
の
と
考
え

(
2
)

ら
れ
る
。

註

(
1
)
ち
な
み
に

『広
辞
苑
』
を
み
る
と

「
(
2
)

由
来
。
来
歴
。
ゆ
か
り
」
の

説
明
を
も
与
え
て
い
る
。

(
2
)
こ
の
意
味
で
は
、
九
分
教
や
十
二
部
経
が
仏
説
と
し
て
の
権
威
を
も

っ
て
い
た
の
で
、
大
乗
経
典
は
そ
の
権
威
を
借
り
る
た
め
に
、
そ
れ

と
結
び
つ
け
て
説
か
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
、
と
い
う
如
き
説
も
再
検

討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
上
来
み
て
き
た
よ
う
に
、
大
乗
経
典
に
お

け
る
過
去
世
物
語
に
つ
い
て
は
、
九
分
教
、
十
二
部
経
に
含
ま
れ

る
名
称
を
使
わ
な
い
理
由
も
説
明
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

に
、
な
お
問
題
が
存
す
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
さ
ら
に

「
九
分
十
二
部
経
と
大
乗
経
典
」
に
つ
い
て
も
論

及
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
与
え
ら
れ
た
紙
巾
も
超
過
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
他
日
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

な
お
九
分
十
二
部
経
と
大
乗
経
典
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
平
川

彰

「九
分
十
二
部
経
の
原
型
と
大
乗
経
典
と
の
関
係
」
(『結
城
教
授

頒
寿
記
念
仏
教
思
想
史
論
集
』
所
収
。
の
ち
に

『初
期
大
乗
仏
教
の

研
究
』
春
秋
社

昭
和
四
十
三
年
に

改
訂
収
録
)
参
照
。
ま
た
、
山

田
龍
城

『
大
乗
仏
教
成
立
論
序
説
』

(平
楽
寺
書
店
、

一
九

五

九

年
)
、
干
潟
龍
祥

『
本
生
経
類

の
思
想
史
的
研
究
』

(
東
洋
文
庫
、

昭
和

二
十
九
年
)
、
同

「
本
生
経
類
と

法
華
経

の
関
係
」

(金
倉
圓

照
編

『
法
華

経
の
成
立
と
展
開
』
平
楽
寺
書
店
、

昭
和
四
十

五
年
、

六
〇
七
-

六
二
三
)
、
前
田
恵
学

「
無
量
寿
経

の
ア
ヴ

ア
ダ
ー
ナ
的

性
格
」

(
『
結
城
教
授
頒
寿
記
念
仏
教
思
想
史
論

集
』

一
一
一
-
一

二
二
頁
)
参
照
。
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